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竹田市の特産品、露地カボスの出荷が本格的に始まりました。

料理の味をグンと引き立てるカボス。

オーソドックスに搾ったり、スライスして香りと彩りを加えたり…

風味豊かな竹田のカボス “森のエメラルド” をぜひご賞味ください。

緑に輝く宝石



【写真】①喉に優しいかぼす湯が好評！（かぼすカフェ） ②瀧廉太郎記念館のミニコンサート 

③出場者の交流の場(歓迎レセプション） ④婦人会の真心がこもっただんご汁 ⑤「荒城の

月」のモチーフとなった岡城跡をご案内 ⑥当時の岡城野外音楽堂 ⑦県庁での受賞記者会

見に臨む関係者ら ⑧受賞を祝う実行委員、関係者のみなさん

①

⑤⑥

⑦

②③④

⑧

市民の熱意が導いた最高の栄誉

「瀧廉太郎記念音楽祭」がサントリー地域文化賞受賞！

70

年
以
上
継
続
さ
れ
る
理
由

　
瀧
廉
太
郎
が
多
感
な
少
年
期
に
過

ご
し
た
竹
田
市
で
は
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
、
楽
聖
・

瀧
廉
太
郎
の
遺
徳
を
偲
び
、
人
々
に

夢
と
元
気
を
与
え
よ
う
と
、「
楽
聖

瀧
廉
太
郎
追
悼
45
周
年
記
念
音
楽

祭
」
と
し
て
第
１
回
目
の
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
県
の
高
校
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
や
管
弦
楽
の
演
奏
会
等
が
催
さ

れ
、
メ
イ
ン
事
業
の
声
楽
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
第
３
回
大
会
か
ら
九
州
各
県

音
楽
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と

し
て
開
始
。
第
５
回
か
ら
は
西
部
日

本
高
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
へ
と
エ
リ

ア
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
日
本
文
化
の
担
い
手
で

あ
る
若
い
音
楽
家
の
成
長
を
図
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
、
平
成
４
（
１
９

９
２
）
年
、
第
46
回
大
会
で
は
、
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
へ

と
規
模
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
優

勝
者
、
準
優
勝
者
へ
の
ウ
ィ
ー
ン
短

期
留
学
助
成
（
瀧
廉
太
郎
賞
）
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
、
第
63

回
大
会
で
は
、
廉
太
郎
が
ド
イ
ツ
・

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
院
に
留
学
し
た

こ
と
が
縁
と
な
り
「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

賞
」
を
優
勝
者
に
贈
呈
。
４
年
後
の

平
成
25
年
か
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
留
学
に

合
わ
せ
て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
へ
の
訪

問
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
廉
太

郎
の
留
学
先
で
過
ご
す
貴
重
な
体
験

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
民
団
体
を
中
心
と
し
た

瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
実
行
委
員

会
が
そ
の
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す

（
大
分
県
教
育
委
員
会
、
竹
田
市
、

竹
田
市
教
育
員
会
の
共
催
）。
大
会

は
３
日
間
。
初
日
に
開
会
式
と
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
２
日
目
に
予
選
、

３
日
目
に
本
選
が
行
わ
れ
、
前
年
の

入
賞
者
に
よ
る
留
学
報
告
演
奏
会
が

73年目を迎える「瀧廉太郎記念音楽祭」は、この度全国の地域文化活動に貢献した団体等に贈られる「サントリー地
域文化賞」の受賞が決まりました（表彰式：９月27日／東京）。市民の皆さまへの報告と、多大なる感謝を申し上げます。

　公益財団法人サントリー文化財団の事業で、1979年に

創設されました。地域における画期的、独創的な活動を

通じて、地域社会の文化向上に貢献した全国各地の個

人、団体を選定。受賞者には、正賞として盾、副賞とし

て300万円が贈られます。

　ちなみに大分県内の受賞団体はこれまで７団体。2009

年の「豊後高田昭和の町」以来10年ぶりの受賞となります。

（解説・グランツたけた館長　山蔭政伸）

◎サントリー地域文化賞とは…
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催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
出
場
者
の
交

流
の
場
と
な
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
、
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
例
が
な

く
、
出
場
者
に
寄
り
添
い
、
高
校
生

の
成
長
を
図
る
教
育
的
な
コ
ン
ク
ー

ル
な
ら
で
は
の
特
色
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
加
え
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
期
間
中
、

手
づ
く
り
の
昼
食
や
か
ぼ
す
カ
フ
ェ

等
、
実
行
委
員
の
お
も
て
な
し
に
よ

る
交
流
も
参
加
者
に
は
と
て
も
好
評

で
、
い
つ
ま
で
も
「
竹
田
」
の
良
き

思
い
出
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
開
催
当
初
の
会
場
は
、
廉
太
郎
が

何
度
も
足
を
運
ん
だ
「
岡
城
阯
」
に

建
て
ら
れ
設
営
さ
れ
た
音
楽
堂
の
舞

台
で
16
年
間
に
わ
た
っ
て
開
催
。
そ

の
後
、
市
内
高
校
、
中
学
校
の
体
育

館
を
転
々
と
し
、
完
成
し
た
市
民
待

望
の
竹
田
文
化
会
館
で
は
、
昭
和
51

年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
、
36
年
間
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
二
度
の
大

水
害
に
直
面
す
る
も
、
市
民
の
熱
意

に
後
押
し
さ
れ
、
秋
ま
で
に
奇
跡
的

な
復
旧
を
遂
げ
て
継
続
。
そ
の
後
、

平
成
24
年
に
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る

三
度
目
の
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
、

つ
い
に
文
化
会
館
は
休
館
と
い
う
事

態
と
な
り
ま
し
た
が
、
舞
台
を
久
住

公
民
館
に
移
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
途

切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
被
災
直
後
、
真
っ
先
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
の
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
出
身
の
声
楽
家
の
皆
さ

ん
。
文
化
会
館
再
建
に
向
け
て
勇
気

と
希
望
を
授
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
、
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
が
オ
ー

プ
ン
。
大
ホ
ー
ル
の
愛
称
は
「
廉
太

郎
ホ
ー
ル
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
新
た
な
拠
点
と

し
て
、
現
在
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り

が
再
び
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

メ
ジ
ャ
ー
化
の
追
い
風
に

　
今
回
の
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化

賞
」
の
受
賞
理
由
は
、
ま
ち
を
あ
げ

て
瀧
廉
太
郎
顕
彰
事
業
を
行
っ
て
き

た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
不
況
や
災

害
等
、
幾
度
の
困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
、
実
行
委
員
を
中
心
と
し
た
地

域
の
方
々
の
情
熱
が
大
き
な
支
え
と

な
っ
て
、
70
年
の
長
き
に
わ
た
り
一

度
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も「
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
」

は
、
若
き
声
楽
家
の
そ
の
後
の
成
長

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

高校生を世界一大事にするコンクール、さらなる発展を！

瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール運営諮問委員長　辛島 光義 さん

　私がこのコンクール運営委員会に足を運んで、かれこれ26、7年が経った。高

校生を世界一大事にするコンクールとして、ステージに立つ高校生、それを支

える地域と市が一体となって、歴史を作ってこられた。そこに意気を感じて長

年、運営に参加をさせていただいている。こういうコンクールは世界どこを見て

もない。ましてや優勝した高校生がヨーロッパに勉学に行ける。こんなにありが

たいコンクールは例を見ないだろう。

　しかし、まだまだこの活動は道半ばであろうと、考える。世界に羽ばたいて

いった、高校生たちがその後どういう活動をして、どういう人生を歩んでいって

いるのか、追跡調査をお願いしたい。そして、今後も100年、200年と続くよう

に、この「竹田」をもっと全国にアピールし、益々このコンクールが発展を遂げ、

その名を世界に轟かせてほしい。

世界に向けて、音楽文化の発信に期待！

瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール運営諮問委員　高橋 善行 さん

（NHK大分放送局長）

　今回は、竹田市の皆さんの73回を迎えるコンクールの取り組み、それを支え

る皆さんの熱意、また高校生たちの「瀧廉太郎記念声楽コンクールに出場した

い」「世界に羽ばたきたい」という思いに、長年向き合ってきたことが受賞につ

ながった。【瀧廉太郎】・【岡城】・【荒城の月】の三位一体。全国、世界に向けて

文化を発信していけるように我々も支援していきたい。

人口のうごき

※令和元年８月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,562  人 　（＋   8 人 ）

男　性　10,099  人 　（＋   6 人 ）

女　性　11,463  人 　（＋   2 人 ）

世帯数　10,221 世帯 （＋ 15 世帯）

市民の熱意が導いた最高の栄誉

絶筆「憾」の真実

写真の原理を楽しく体験 ほか

音楽を通じた交流育む

グランツたけた情報

幼児教育・保育の無償化が始まります

たけたんトピックス

農作業事故を防ぎましょう ほか

休日・夜間の在宅当番医院 ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／人権シリーズぬくもり

竹田市職員採用試験案内／婚活コラム ほか

運賃・ダイヤが変わります

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

衛元さん、作家デビュー／誕生おめでとう ほか

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！100歳 ほか
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■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

　山車と生人形の美しさ、調和の取れた見立て細工

で観客を魅了する久住神社の夏越祭り。

　８月９日の夜は高さ５メートルほどの４体の山車

が登場しました。

　山車は段ボールや布、ほうきなど各家庭の日用品

を材料として用い、わずか１日で制作したもの。

　住民らは太鼓や笛の音に合わせて、「ヤーマヤレ・

ゲーンキダーセ」の掛け声を響かせ、商店街を練り

歩きました。

2019年９月発行3



絶筆「憾」の真実

見
つ
か
っ
た

「
憾
」
の
自
筆
譜

　
今
年
１
月
、
瀧
廉
太
郎
の
直
筆
と

み
ら
れ
る
譜
面
や
手
紙
、
写
真
な
ど

の
史
料
が
市
に
届
き
ま
し
た
。
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
の
は
東
京
音
楽
学

校
時
代
の
大
親
友
・
鈴
木
毅
一
氏
の

ご
遺
族
。
７
つ
の
段
ボ
ー
ル
に
収
め

ら
れ
て
い
た
遺
品
は
約
８
０
０
点
に

の
ぼ
り
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
そ
の
中

に
は
「
憾
」
の
自
筆
譜
が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
亡
く
な
る
４
か
月
前
に
完
成
し
た

廉
太
郎
の
遺
作
「
憾
」。
１
０
０
年
の

時
を
超
え
、
見
つ
か
っ
た
４
枚
の
自

筆
譜
か
ら
廉
太
郎
の
思
い
に
迫
る

「
瀧
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
年
記
念
事

業
〜
遺
作
『
憾
』
の
真
実
〜
」
が
８

月
24
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

絶
筆
「
憾
」
の 

真
実

瀧
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
年
記
念
事
業

　
明
治
時
代
に
西
洋
音
楽
を
取
り
入
れ
、
日
本
人
の
感
性
に
寄
り

添
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
曲
を
生
み
出
し
た
天
才
作
曲
家
・

瀧
廉
太
郎
。
廉
太
郎
が
遺
し
た
34
曲
の
歌
曲
は
今
も
聴
く
人
の
心
に

深
く
響
い
て
き
ま
す
。

 

自
筆
譜
か
ら
解
く

廉
太
郎
の
思
い

　
死
期
が
迫
る
中
、
廉
太
郎
は
何
を

思
い
、
最
後
の
作
品
を
作
り
上
げ
て

い
っ
た
の
か―

親
友
の
鈴
木
毅
一
に

託
さ
れ
た
自
筆
譜
に
は
、「
明
治
35

年
10
月
31
日
」「
明
治
35
年
11
月
２

日
」「
未
成
」「D
en

 1
4

 F
eb

ru
a
r 1

9
0
3

（
明
治
36
年
２
月
14
日
）」
と
そ
れ

ぞ
れ
記
さ
れ
、「
憾
」
の
制
作
過
程

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
１
部
で
は
、
演
奏
活
動
を
通
じ

て
本
市
の
音
楽
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
谷
理
香

さ
ん
が
４
つ
の
自
筆
譜
を
弾
き
比

べ
。
２
分
弱
の
作
品
を
作
曲
し
て
い

く
中
で
、
構
想
の
段
階
で
手
が
加
え

ら
れ
、
大
き
く
変
わ
っ
た
中
間
部
と

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
部
分
を
制
作
過

程
の
順
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
瀧
廉
太
郎
研
究
の
第

瀧廉太郎（1879-1903）

　明治12（1879）年８月24日、瀧吉弘の長男

として東京府芝区（現在の東京都港区）で生ま

れた廉太郎は多感な少年期を竹田で過ごし、

東京音楽学校に入学。ピアノと作曲の才能を

開花させ、「荒城の月」や組歌「四季」、ピア

ノ曲「メヌエット」をはじめとする数々の名曲

を発表。明治34（1901）年、文部省留学生第１

号としてドイツに渡り、ライプツィヒ音楽院に

入学するも肺結核を患い、志半ばで帰国。明

治36（1903）年６月29日、23歳の若さで夭折

した。

　当時、肺結核は本人が使っていたものから

感染するとされていたため、廉太郎の遺品の

多くが焼却され、現存しているものは少ない。

一
人
者
、
大
分
大
学
名
誉
教
授
の
松

本
正
先
生
が
廉
太
郎
が
鈴
木
毅
一
に

宛
て
た
書
簡
や
写
真
、
４
つ
の
自
筆

譜
の
分
析
結
果
を
解
説
。「
几
帳
面

な
性
格
の
廉
太
郎
ら
し
く
五
線
譜
に

は
丁
寧
に
書
か
れ
た
音
符
が
並
ん
で

い
る
。
自
筆
譜
に
は
譜
面
全
体
に
バ

↑見つかった４枚の自筆譜について弾き比べ をする
ピアニストの宮谷理香さん

↑東京音楽学校在学中の（左から）高塚鏗爾、瀧廉
太郎、鈴木毅一（明治32年７月５日）

↑今回見つかった明治35年10月31日の日付が入った「憾」の自筆譜。
「Doctor Doktor」と走り書きした跡がある

ツ
印
が
入
っ
た
も
の
や
殴
り
書
き
し

た
も
の
、『D

o
cto

r D
o
k
to

r

』
と
余

白
に
走
り
書
き
し
た
跡
が
あ
り
、
死

の
淵
に
立
つ
廉
太
郎
の
い
ら
だ
ち
や

不
安
、
心
残
り
と
い
っ
た
心
の
葛
藤

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
廉
太
郎
の
悲
痛

な
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
く
る
か
の
よ

う
な
終
結
部
の
荒
々
し
い
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
制
作
の
過
程
で

変
更
し
て
い
な
い
最
後
の
一
音
に

は
、
廉
太
郎
の
短
い
生
涯
が
凝
縮
さ

れ
、
あ
た
か
も
彼
自
身
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
曲
が
閉
じ
ら
れ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ら
自
筆
譜
は
廉
太
郎
の
音

楽
に
捧
げ
た
情
熱
を
知
る
う
え
で
、

大
変
貴
重
な
も
の
ば
か
り
」
と
、
史

料
の
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
高
く

評
価
し
、「
廉
太
郎
の
人
間
像
や
我

す
ず  

き
　
き 

い
ち

う
ら
み

う
ら
み
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写真の原理を楽しく体験 ほか

写
真
の
原
理
を
楽
し
く
体
験

↑巨大ピンホールカメラで集合写真の撮影に臨む参
加者

↑松本正・大分大学名誉教授は書簡や写真、自筆
譜の分析結果を解説

発見された「憾」の自筆譜と制作過程
草稿譜①②の冒頭部分（10月31日）

草稿譜③の冒頭部分（11月２日）

これまでの
制作過程

完成譜④の冒頭（２月14日）

出版譜

明治35（1902）年

　 ８月24日　ドイツ出国

　10月17日　帰国、東京の瀧大吉宅へ

　10月30日　♬「別れの歌」作曲

　10月31日　♬「みずのゆくえ」作曲

　　　　　　♬「憾」作曲

　　　　　　《憾》自筆譜①・②（草稿）

　11月２日　♬「憾」作曲

　　　　　　《憾》自筆譜③（草稿）

　11月18日　♬「荒磯」作曲

　11月23日　瀧大吉死去

　11月24日　大分へ

　12月29日　♬「荒磯」作曲

明治36（1903）年

　２月14日　♬「憾」作曲

　　　　　　《憾》自筆譜④（完成）

　６月29日　廉太郎死去　23歳10か月

明治43（1910）年

　東京音楽学校学友会雑誌「音楽」付録

としての刊行－《憾》出版譜①

昭和４（1929）年

　『滝廉太郎氏遺作　日本風の主題によ

れる二つのピアノ独奏曲』の刊行－

《憾》出版譜②

が
国
の
洋
楽
史
上
の
功
績
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
廉
太
郎
の
顕
彰

と
地
域
の
音
楽
文
化
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
市
で
は
、「
憾
」
の
自
筆
譜
４
点

を
含
む
寄
贈
さ
れ
た
史
料
に
つ
い

て
、
市
内
施
設
で
の
展
示
の
検
討
を

進
め
、
日
本
に
お
け
る
近
代
音
楽
の

扉
を
開
い
た
瀧
廉
太
郎
を
顕
彰
し
て

い
き
ま
す
。

　
写
真
の
原
理
に
つ
い
て
学
び
、
そ

の
技
術
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

グ
ラ
ン
ツ
由
学
館
「
暗
室
で
現
像
体

験
！
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
で
遊
ぼ

う
！
」
が
８
月
３
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
写
真
家
の
筬
島
孝
一
さ
ん

（
65
歳
・
音
羽
）。
筬
島
さ
ん
は
、
箱

な
ど
に
開
け
た
針
穴
（
ピ
ン
ホ
ー
ル
）

を
通
っ
た
光
が
上
下
左
右
に
反
転
し

た
像
を
作
る
「
ピ
ン
ホ
ー
ル
の
原
理
」

や
、
そ
の
原
理
を
活
用
し
印
画
紙
に

感
光
さ
せ
る
「
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
」

の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
高
さ
約
１
・

２
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
90
セ
ン
チ
の

米
を
保
存
す
る
缶
を
加
工
し
た
巨
大

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
説

明
。
親
子
ら
約
30
人
の
参
加
者
は
、

茶
筒
の
中
に
印
画
紙
を
セ
ッ
ト
し
た

グランツ

由学館

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
で
好
き
な
風
景

を
収
め
ま
し
た
。
印
画
紙
を
暗
室
で

現
像
液
に
浸
す
と
、
建
物
や
車
が

写
っ
た
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
が
完
成
し

ま
し
た
。

　
講
座
の
最
後
に
、
巨
大
ピ
ン
ホ
ー

ル
カ
メ
ラ
を
用
い
参
加
者
全
員
で
集

合
写
真
を
撮
影
。
４
分
間
動
か
ず
に

撮
っ
た
写
真
に
は
全
員
の
姿
が
写
っ

て
い
ま
し
た
。

　
佐
伯
彩
子
さ
ん
（
城
原
小
４
年
）

は
「
思
っ
て
い
た
と
お
り
の
景
色
が

写
っ
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
。
時
間
を

か
け
て
撮
影
す
る
モ
ノ
ク
ロ
写
真
も

楽
し
い
」、
工
藤
汐
菜
さ
ん
（
南
部

小
６
年
）
は
「
今
は
す
ぐ
写
真
を
撮

れ
る
が
、
昔
は
写
真
に
な
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
大
変
だ
っ
た
こ
と
が

よ
く
分
か
っ
た
。
家
で
も
ピ
ン
ホ
ー

ル
カ
メ
ラ
を
作
っ
て
撮
影
し
て
み
た

い
」
と
笑
顔
。
筬
島
さ
ん
は
「
シ
ン

プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
味
わ
い
の
あ
る

写
真
が
で
き
る
過
程
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
写
真

の
原
点
を
大
切
に
し
て
も
ら
え
た

ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
グ
ラ
ン
ツ
由
学
館

で
は
７
月
14
日
、「
食
の
ア
ト
リ
エ

K
a
w

a
n
o

の
台
所
」
主
宰
・
河
野
叔

子
先
生
を
講
師
に
、
親
子
で
わ
い
わ

い
パ
ン
作
り
に
挑
戦
。
８
月
17
日
に

は
「
グ
ラ
ン
ツ
探
検
隊
！
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
ツ

ア
ー
」
を

開
催
し
、

廉

太

郎

ホ
ー
ル
の

裏
側
を
探

検
し
ま
し

た
。

↑ピンスポットライトの操作を体験す
る参加者

↑グランツたけたに移設され、関係者により除幕さ
れた朝倉文夫作「三相」

朝倉文夫作「三相」がグランツへ
　昭和51（1976）年、竹田市城北町

の松岡孝次氏、松岡孝一郎氏から本

市に寄贈された朝倉文夫作「三相」。

竹田文化会館のロビーに設置され、

数々の文化行事を見届けてきました。

　「智」・「情」・「意」―三つの相を表

現した３人の女性がモチーフの像が、

今回グランツたけたの正面に移設さ

れました。

　新たな創作活動の拠点となるグラ

ンツたけたで、令和の時代を優しく、

強い意思を持った表情で見守ります。

お
さ
じ
ま
こ
う
い
ち

あ
や  

こ

し
お  

な
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音楽を通じた交流育む

①

②

③

④

⑤⑥

音楽を通じた交流育む

↑①・②市内の児童生徒と交流を

深めた「竹田子ども交流集会」

③吹きガラス工房「マグマ グラ

ス スタジオ」ではモザイクガラ

ス体験

↑④瀧廉太郎記念館では直筆の譜面や手紙、写

真などの史料を見学　⑤国指定史跡岡城跡

の歴史や構造について担当者の話を聞く３人

↑竹田市を訪れた（左から）古田春陽さん、佐藤諒河さん、小林祐希さん

長野県中野市から中学生が来竹

竹
田
の
児
童
生
徒
と
交
流

　
８
月
１
日
に
は
緑
ヶ
丘
中
学
校
で

行
わ
れ
た
「
竹
田
子
ど
も
交
流
集
会
」

に
参
加
。
市
内
の
小
中
学
校
18
校
の

児
童
・
生
徒
会
代
表
約
40
人
と
交
流

し
ま
し
た
。
10
人
ほ
ど
の
班
に
分
か

れ
た
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
は
、
生
徒

会
の
取
り
組
み
や
悩
み
な
ど
を
発

表
。
佐
藤
諒
河
さ
ん
は
「
年
間
を
通

し
て
、
全
校
生
徒
３
３
４
人
で
合
唱

す
る
な
ど
明
る
い
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
」
と
話
し
、
生
徒
会
活

動
へ
の
思
い
を
共
有
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
校
区
で
自
慢
で
き
る
名

所
や
名
物
を
言
葉
や
絵
で
表
し
た
カ

ル
タ
を
作
り
、
竹
田
・
中
野
両
市
の

魅
力
を
伝
え
合
い
ま
し
た
。

　
久
住
町
の
吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
「
マ

グ
マ
　
グ
ラ
ス
　
ス
タ
ジ
オ
」
で
は

モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
体
験
を
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
色
や
形
の
異
な
る

ガ
ラ
ス
を
丸
く
敷
き
詰
め
て
並
べ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
（
飾

り
）
や
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
を
制
作

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
竹
田
城
下
町
の
瀧
廉
太

郎
記
念
館
を
訪
れ
、
館
内
に
展
示
さ

れ
て
い
る
直
筆
の
譜
面
や
手
紙
、
写

真
な
ど
の
史
料
を
見
学
。
ま
た
、
廉

太
郎
が
「
荒
城
の
月
」
の
着
想
を
得

た
と
さ
れ
る
国
指
定
史
跡
岡
城
跡
に

登
城
し
、
そ
の
歴
史
や
構
造
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　３千曲のメロディを生んだ作曲家の中山晋平（1887

～1952年）の出身地、長野県中野市。瀧廉太郎ゆかり

の本市と1967年に音楽姉妹都市を結び、50年以上にわ

たり音楽を基軸とした文化、経済交流を育んでいます。

　今回「学校新聞特派員」として、中野市立中野平中

学校の生徒会長、佐藤諒河さん（３年）、男子副会長の

小林祐希さん（同）、書記の古田春陽さん（同）が来

竹。７月31日から３日間、市内の史跡や観光施設等を見

学しました。

竹
田
の
歴
史
文
化
を

伝
え
た
い

　
佐
藤
諒
河
さ
ん
は
「
瀧
廉
太
郎
は

23
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
る
ま

で
、『
荒
城
の
月
』
を
は
じ
め
と
し

て
日
本
を
代
表
す
る
曲
を
多
く
遺
し

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
竹
田

は
会
う
人
が
優
し
く
、
あ
い
さ
つ
も

飛
び
交
っ
て
い
て
と
て
も
い
い
ま
ち

だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
小
林

祐
希
さ
ん
は
「
岡
城
の
石
垣
の
高
さ

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
自
然
の
力

を
利
用
し
、
敵
に
攻
め
ら
れ
な
い
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
地
域
全
体
に
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
る
竹
田
の
生
徒
会
活
動

を
参
考
に
、
中
野
の
生
徒
会
を
盛
り

上
げ
た
い
で
す
」

　
古
田
春
陽
さ
ん
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
や
あ
い
さ
つ

運
動
な
ど
、
私
た
ち
の
生
徒
会
と
は

違
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
自
然
豊
か
で

素
敵
な
ま
ち
『
竹
田
』
に
、
次
は
家

族
で
訪
れ
て
み
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
児
童
生
徒
と
交
流
を
深
め
、
竹
田

の
歴
史
文
化
や
産
業
に
つ
い
て
学
ん

だ
３
人
の
中
学
生
。
３
日
間
の
体
験

を
記
事
に
ま
と
め
、
９
月
に
開
か
れ

る
文
化
祭
「
稲
穂
祭
」
で
発
表
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
。

↑⑥３日間を通して竹田の歴史文化を学んだ３人

は、同校で開かれる文化祭でその体験を発表

する予定です 

さ  とうりょう が

こ ばやしゆう  き ふる た はる ひ

なかのだいら
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グランツたけた情報

笑顔でおもてなし！
フロントスタッフ研修開催

　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
劇
場
フ
ロ

ン
ト
ス
タ
ッ
フ
活
動
に
必
要
な
基

礎
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
も

ら
お
う
と
、
開
館
前
か
ら
指
導

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
星
乃
も

と
子
さ
ん
（
シ
ア
タ
ー
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
代
表
）
を
講

師
に
迎
え
、「
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
研
修
」
が
６
月
29
日
に
「
座

学
編
」（
キ
ナ
ー
レ
）、
８
月
４

日
に
「
実
技
編
」（
廉
太
郎
ホ
ー

ル
）
と
２
回
に
わ
た
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
活
躍
す
る
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
１
期
生
に
加

え
、
今
春
加
入
の
２
期
生
を
加
え

た
20
人
の
う
ち
15
人
が
参
加
。
レ

セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
基

本
で
あ
る
「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の

作
り
方
」
や
「
も
ぎ
り
」「
客
席

扉
の
管
理
」「
遅
れ
客
対
応
」
等
、

実
践
を
交
え
な
が
ら
体
感
し
、
お

客
様
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
心
構

え
と
実
技
を
学
び
ま
し
た
。

歌
声
は
国
際
交
流
の
架
け
橋
に
！

グ
ラ
ン
ツ
夏
休
み
子
ど
も
合
唱
塾
が
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演 

　
０
歳
か
ら
楽
し
め
る
無
料
の
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
ふ
ら
っ
と
気
楽

に
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
へ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

◎
マ
リ
ン
バ
と
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
の

気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

若
手
演
奏
家
・
轍

に
よ
る
癒
し
の
演

奏
を
お
届
け
。

日
時
　
９
月
８
日

㈰
　

12

時

15

分

〜
12
時
45
分

◎
オ
ル
ケ
ス
タ
de
隆
声
群
！

菊
村
隆
史
率
い
る
演
奏
家
集
団
に
よ

る
一
期
一
会
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
時
　
９
月
21
日
㈯
　
17
時
40
分
〜

18
時
10
分

　
８
月
１
日
、「
台
湾
と
大
分
　
歌

の
架
け
橋
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
、
７
月
に
始
動
し
た

「
グ
ラ
ン
ツ
夏
休
み
子
ど
も
合
唱
塾
」

の
メ
ン
バ
ー
22
人
が
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
台
湾
か
ら
台
北

華
新
児
童
合
唱
団
、
欣
欣
合
唱
団
、

津
久
見
市
か
ら
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
氏

に
絶
賛
さ
れ
た
と
い
う
津
久
見
樫

の
実
少
年
少
女
合
唱
団
が
参
加
。

個
性
あ
る
４
つ
の
歌
声
が
廉
太
郎

ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た
。

　
終
演
後
の
舞
台
裏
で
は
自
然
発
生

的
に
歌
声
が
飛
び
交
い
、
心
温
ま
る

交
流
が
出
来
ま
し
た
。
そ
ん
な
夏
休

み
の
思
い
出
を
胸
に
、
子
ど
も
合
唱

塾
は
今
後
も
継
続
し
て
活
動
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
多
く
の
〝
竹
田
っ

子
〞
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

グランツたけたイベント情報

◎「伊熊よし子のダン・タイ・ソンを10倍

　楽しむ音楽講座」（入場無料）　

　10月５日の「ダン・タイ・ソン  ピアノ・

リサイタル」の前に見どころ、聴きどころ

を楽しく軽快に解説するプレセミナー。

「クラシックは敷居が高い」「難しくてわ

からない」というアナタ！長年ソン氏への

インタビューを続けてきた音楽評論家の伊

熊よし子さんが、彼の生い立ちや演奏曲の

ココ！という聴きどころを解説します。

　日時　10月５日㈯　12:30-13:20　

　会場　キナーレ

　　　　※コンサートチケットなしでも可

◎日本舞踊公演『弧の会　コノカイズム』開催！

　日時　12月14日㈯   13:30開場 14:00開演 

　会場　廉太郎ホール

　料金　一般 3,000円  高校生以下 1,500円

（全席自由／消費税込／当日券

500円増／３歳未満入場不可）

　チケット発売　９月14日㈯　10:00～

　伝統文化の粋を体験！浴衣、足袋を身に

着け扇子を手に、ホンモノの舞台芸術に触

れよう！講師は日本を代表する舞踊家た

ち。所作、身のこなし、踊りのお稽古を通

して日本の心を伝えます。

　日時　12月13日㈮　17:00-19:30　

　会場　キナーレ

　対象　小学４年生～中学３年生まで （14

日の本番に出演できる方）

　参加費　無料　定員　20人

　今回、地元を代表して若手

舞踊家・花柳美匠治郎（首藤

匠）さんもワークショップを

サポートします！

↑合唱を通じて、感動的な
交流を体験した竹田の子
どもたち

感動わくわく！

☎ 0974-63-4837

↑「フロントスタッフ」の実技を学ぶ参加者

↑岡山県を拠点とする演
奏家・轍

ふ
ら×

き
ら
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
！

参加者募集！
弧の会と踊ろう！日本舞踊ワークショップ

わ
だ
ち
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幼児教育・保育の無償化が始まります

幼児教育・保育の無償化が始まります
子育ての経済的負担を軽減するため

◆３～５歳児…すべての子どもの利用料を無償化
　・幼稚園は入園できる時期に合わせて満３歳から、保育所は３歳児クラス

　　（３歳になった後の最初の４月以降）から無償化

◆０～２歳児…住民税非課税世帯の子どもは月額42,000円までの利用

料を無償化

◆食材料費（主食費・副食費）や通園送迎費、行事費等の実費は保護者負担
　・食材料費については、保護者が直接施設（市立幼稚園は学校給食共同調理場）

　　へ支払うこととなります。 

　　※ただし、年収360万円未満相当世帯の子どもと第３子以降（下記※参照）の子どもにつ

いては副食費（おかず・おやつ代）が免除されます。

幼稚園、認定こども園、認可保育所

年収360万円相当以上

竹田幼稚園

南部幼稚園

直入幼稚園

しらゆり幼稚園

なおいりこども園

竹田保育所

白丹保育所

久住保育所

都野保育所

小羊保育園

玉来保育園

荻保育園

小学校３年生までの子ども
（同一世帯内のみ）を数えます

小学校就学前の子ども
（同一世帯内のみ）を数えます

１号認定 ２号・３号認定

※第３子以降の子どもの数え方

幼稚園、保育所、認定こども園

無 償

竹田市内には
ありません

１号認定
（教育認定）

無 償

無 償
（月額25,700円まで）

住民税非課税

世帯のみ無償
（月額42,000円まで）

従来から

実費負担なし

主食費・副食費

ともに実費徴収

主食費のみ

実費徴収

２号認定
（保育認定）

３号認定
（保育認定）

ただし、
年収360万円
未満相当世帯
と第３子以降

（下記※参照）は

種別

新制度

幼稚園

認可

保育所

新制度
未移行
幼稚園

認定
こども園

施設名
３歳～５歳児

利用料（保育料） 食材料費

０歳～２歳児

利用料（保育料） 食材料費

無償化のための
特別な手続きは不要です

　無償化に関するお問い合わせ先は以下のとおりです。食材料費につきましては施設によって異なりますので

各施設にお問い合わせください。

　●保育施設、認定こども園、私立幼稚園、 認可外保育施設等の利用料の無償化について

　　　　　　　　　 …………………………………  子育て世代包括支援センター（社会福祉課内）　☎63-4823

　●市立幼稚園の利用料の無償化について …………………………………  学校教育課教育指導係　☎63-4833

　●障がい児の発達支援の利用料の無償化について ……………………  社会福祉課障がい福祉係　☎63-4811

お問い合わせ

10
から

1

　無償化になる施設やサービスなどの概要は次のとおりです。
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幼児教育・保育の無償化が始まります

　お子さんの病気（急変が認められない回復期にあるが保育所や学校に通えない場合）の看病のために仕事を休むこ

とができない保護者に代わり、お子さんを一時的にお預かりする病児保育室を開設しています。※事前登録が必要です。

例えば…保護者が自営業のため保育施設に入所していない子ども

　　　　日中は祖父母が子守りをしてくれるので保育施設に入所していない子ども 等

②認可外保育施設を利用する子どもが利用すると上限金額の範囲内で無償化対象となるサービス

③上記の①・②両方の子どもが上限金額の範囲内で無償化対象となるサービス

①両親が共働きで保育所等に入所していない子どもが上限金額の範囲内で無償化対象となるサービス

◆３～５歳児…月額37,000円までの利用料が無償化
　・３歳児クラス（３歳になった後の最初の４月以降）から無償化

　・実費部分（通園送迎費・食材料費等）や入園料は対象外

◆０～２歳児…住民税非課税世帯の子どもは月額42,000円までの利用料が無償化
　・実費部分（通園送迎費・食材料費等）や入園料は対象外

◆月額上限額の範囲内で複数利用可能のサービスがあります。（上限を超えた利用料は保護者負担）

　　※おおいた子育てほっとクーポン・竹田市すこやか子育て応援券で支払った利用料は、無償化の償還払いができません。

認可外保育施設等

病児保育室「すずめの子たけた」 63-1585

 あさひヶ丘保育園（予定）

キンダールーム（予定）

8:30～17:00（日、祝、お盆、年末年始除く）
1,000円／日

電 話実施保育施設名 基本料金等

竹田保育所

白丹保育所

久住保育所

荻保育園

63-1080

76-0051

76-0057

68-2101

【料金】原則 8:30～17:00（８時間）…1,800円 

　　　　　　　　　　　　 ４時間以内…900円

【利用日数】１か月に12日以内

電 話実施保育施設名 基本料金等

 認可外保育施設

病児保育事業

　保護者の予定や用事などに合わせて、子育て支援サービスを１時間単位で利用することができます。 竹田市から委託

を受けた「特定非営利活動法人夢苞」の子育てサポーターがお子さんをお預かりします。  ※送迎のみの利用は無償化対象外

●上記のほか、３～５歳児の就学前の障がい児の発達支援について利用料が一部無償化されます。

　・幼稚園、保育所、認定こども園等と併せて発達支援を利用する場合は、ともに無償化の対象になります。

　・生活保護世帯および住民税非課税世帯については、すでに無償化となっています。

竹田市子育てサポートセンター「ゆめいかだ」 090-2084-7912
平日（7:00～19:00）500円／時間
上記時間外や土日祝 600円／時間

電 話事業者名 基本料金等

ファミリー・サポート・センター事業

　地域行事の参加などで一時的に家庭での保育が困難となった場合や育児疲れで息抜きをしたい場合などに、保

護者の負担軽減を図るため、保育所等に入所していないお子さんを一時的にお預かりする事業です。

一時預かり保育事業

無 償
（月額37,000円まで）

主食費・副食費
ともに実費徴収

住民税非課税
世帯のみ無償

（月額42,000円まで）

主食費・副食費
ともに実費徴収

施設名
３歳～５歳児

利用料（保育料） 食材料費

０歳～２歳児

利用料（保育料） 食材料費

無償化の対象となるには、

事前に就労等の要件のある

「保育の必要性の認定」

を受ける必要があります。

※②・③のサービスは幼稚園、保育所、認定こども園を利用している子どもも利用できますが、無償化の対象とはなりません。
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真っ赤な愛、届けて40年

感性光る、個性輝く作品づくり 心
の
バ
リ
ア
を
は
ず
し
て

↑「荻の新鮮なトマトを届けます」と意気込むJAの関係者や民生児童
委員の皆さん

↑「みずみずしくて、おいしい」と笑顔でトマト
を食べる皆さん

↑中野さんは手話を交
え、心の中の見えな
いバリアを外すことの
大切さを伝えました

↑受賞した株式会社友岡建設の友岡孝
幸代表取締役（左）と株式会社松井
組の松井宏一代表取締役（右）

　
８
月
19
日
、
西
日
本
有
数
の
生
産

地
・
荻
町
の
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
市
内

の
高
齢
者
施
設
に
届
け
る
「
ト
マ
ト

愛
の
定
期
便
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
の
取
り
組
み
は
今
回
で
40

回
目
。
荻
町
馬
場
の
大
分
県
農
業

協
同
組
合
豊
肥
事
業
部
荻
野
菜
集

出
荷
場
で
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は
、

大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
の
関
係

者
や
民
生
児
童
委
員
ら
約
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
生
産
部
会
の
後
藤
紀
美

昭
部
会
長
は
「
『
お
い
し
い
ト
マ
ト

を
あ
り
が
と
う
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
の
が
、
私
た
ち
の
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
新
鮮
な
朝
採
れ
ト
マ
ト
を

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ

き
、
健
康
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
81
戸
の
部
会
員

の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

真
っ
赤
な
完
熟
ト
マ
ト
、
21
箱
分
１

６
８
キ
ロ
を
受
け
取
っ
た
首
藤
市
長

は
「
真
心
が
こ
も
っ
た
ト
マ
ト
の
提

供
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
式
の
あ
と
、
ト
マ
ト
を
積
み
込
ん

だ
２
台
の
車
両
が
市
内
７
つ
の
施
設

に
向
け
て
出
発
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

し
ら
ゆ
り
荻
（
荻
町
瓜
作
）
で
は
、

民
生
児
童
委
員
ら
が
「
ト
マ
ト
を
食

べ
て
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
掛
け
、
９
人
の
入
所
者
に
ト

マ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。
入
所
者
の

皆
さ
ん
は
「
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
」
と
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
を
早
速
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
近
藤
ミ
子
さ
ん

（
92
歳
）
は
「
み
ず
み
ず
し
く
て
、

と
て
も
甘
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
「
第
15
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集

い
」
が
８
月
21
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
、
中
野
佐
世
子
さ
ん
は

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
声
に
耳
を

傾
け
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め

よ
う
と
話
し
ま
し
た
。

踊
り
で
広
が
る
地
域
の
輪

↑参加者全員で輪を作って「竹田おどり」を踊り、
会場に大輪の花を咲かせました

　
８
月
24
日
、「
第
12
回
奥
豊
後
の

踊
り
を
楽
し
む
夕
べ
」
が
竹
田
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
地

域
に
伝
わ
る
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　子どもたちが一緒に活動しながら学ぶことで豊かな感

性を育んでもらおうと、８月７日、「第36回子ども祭りin

なおいり」が直入公民館で行われました。

　直入地域の幼稚園・保育園児と市内の小学生133人に、

保護者やボランティア合わせて約230人が参加。木工や陶

芸、押し花など６つの教室で作品づくりに取り組みまし

た。

　Ｔシャツ作り教室では、子どもたちが各自で持参したＴ

シャツに５色の顔料で絵を描き、アイロンで定着させて、

オリジナルの１枚を

完成させました。白

石美空さん（久住小

１年）は「カラフルな

虹の絵を描いた。お

出かけするときに着

ていきたい」と話し

てくれました。

優
良
工
事
の
２
社
を
表
彰

　
公
共
工
事
の
品
質
向
上
及
び
適

正
な
施
工
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
令
和
元
年
度
竹
田
市
優
良

建
設
工
事
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
市
が

発
注
し
、
平
成
30
年
度
に
完
成
し

た
土
木
工
事
１
２
３
件
の
う
ち
、
次

の
４
件
が
「
優
良
建
設
工
事
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
Ｈ
30
　
市
道
岡
城
線
道
路
改
良

工
事
　
株
式
会
社
友
岡
建
設
（
代

表
・
友
岡
孝
幸
）

○
Ｈ
30
　
都
再 

本
町
通
線
道
路
美

装
化
工
事
　
株
式
会
社
松
井
組

（
代
表
・
松
井
宏
一
）

○
Ｈ
30
　
市
道
濁
淵
川
向
線
舗
装

補
修
工
事
　
株
式
会
社
松
井
組

（
代
表
・
松
井
宏
一
）

○
Ｈ
29
　
市
道
岡
城
線
道
路
改
良

工
事
　
株
式
会
社
松
井
組
（
代

表
・
松
井
宏
一
）

↑オリジナルのＴシャツを完成させた子どもたち

み
　
ね

き
　
み

あ
き

そ　 ら
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たけたんトピックス

最優秀賞に山田さん

大
船
山
に
眠
る
入
山
公
の
真
実

愛
護
の
心
で
清
掃
活
動

↑発掘調査により明らかになったことなど、担当者の説

明を聞く参加者ら

↑第４回「くじゅうの山」絵画コンクールの入

賞者の皆さん

↑十六羅漢前の石段の清掃活動を行う竹田地区

老人クラブ連合会の会員の皆さん

←植え付け作業を行う

別府大学の学生ら

「岡大豆復興プロジェク→

ト」では、収穫した大豆

を使った食品開発を進

めていく予定です

　
水
利
や
灌
漑
事
業
を
推
進
し
、
藩

の
農
業
生
産
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
藩
制
度
の
整
備
を
進
め
た
名

君
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
藩
三
代
藩
主

中
川
久
清
（
１
６
１
５
〜
１
６
８
１
）

は
、
自
身
を
入
山
と
号
す
る
ほ
ど
大

船
山
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
領
民
が
背

負
う
人
鞍
に
乗
っ
て
登
山
を
し
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
船
山
の
中
腹
、
標
高
約
１
４
０

０
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
は
久
清
公
が

眠
る
国
指
定
史
跡
岡
藩
主
中
川
家
墓

所
が
あ
り
、
市
で
は
平
成
27
年
度
か

ら
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
墓
所
の
保
存

修
理
に
着
手
。
今
年
３
月
に
工
事
が

完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
山
の
日
の
８

月
11
日
、
第
16
回
由
学
館
セ
ミ
ナ
ー

「
入
山
公
と
大
船
山
」
を
開
催
し
、

現
地
と
久
住
公
民
館
で
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
の
学
芸
員
が
保
存
修
理
工
事

の
概
要
や
発
掘
調
査
に
よ
り
判
明

し
た
こ
と
を
市
内
外
か
ら
の
参
加

者
約
50
人
に
説
明
。
石
灯
籠
の
笠

の
重
さ
は
約
２
０
０
キ
ロ
あ
り
、
灯

籠
を
支
え
る
た
め
に
地
中
に
40
セ

ン
チ
ほ
ど
支
柱
が
差
し
込
ま
れ
て

い
た
こ
と
や
、
墓
の
主
体
部
の
中
ま

で
盗
掘
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
天
保
２
（
１
８
３
１
）
年

に
信
濃
国
更
級
郡
森
村
（
現
長
野
県

千
曲
市
）
の
中
条
唯
七
郎
が
記
し
た

「
九
州
道
中
日
記
」
に
墓
所
の
記
述

が
あ
り
、
そ
の
記
述
を
も
と
に
調
査

を
進
め
た
結
果
、
墓
を
警
備
す
る

番
人
の
詰
所
「
番
所
跡
」
の
位
置
が

特
定
さ
れ
、
参
加
者
に
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
分
市
か
ら
夫
婦
で
参
加
し
た
首

藤
典
利
さ
ん
、
久
子
さ
ん
は
「
石
を

現
地
ま
で
運
び
上
げ
、
墓
を
造
っ
て

い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
領
地
を
見
渡

せ
る
場
所
に
眠
る
久
清
公
に
思
い
を

馳
せ
、
日
本
で
最
も
標
高
の
高
い
所

に
あ
る
殿
様
の
墓
所
を
ま
た
訪
れ
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
久
住
の
風
景
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

文
豪
川
端
康
成
と
、
彼
を
久
住
に
招

い
た
２
人
の
画
家
、
髙
田
力
蔵
と
白

壁
康
。
そ
の
足
跡
を
称
え
る
と
と
も

に
、
２
０
１
６
年
に
新
た
に
制
定
さ

れ
た
「
山
の
日
」
を
記
念
し
た
第
４

回
「
く
じ
ゅ
う
の
山
」
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
、
８
月
11
日
、
久
住

支
所
の
久
住
高
原
美
術
館
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
く
じ
ゅ
う
連
山
が
見
え
る
風
景
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
今
回
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
全
国
か
ら
40
点
の
応
募
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
に
は
佐
伯
市
の
山
田

牧
男
さ
ん
（
71
歳
）
の
作
品
「
久
住

町
平
木
よ
り
」
が
輝
き
ま
し
た
。

　
久
住
高
原
美
術
館
で
は
入
賞
作
品

を
始
め
、
応
募
作
品
の
す
べ
て
を
９

月
27
日
㈮
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

く
じ
ゅ
う
の
山
を
描
い
た
力
作
の

数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
竹
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
児
嶋
昭
治
会
長
）
で
は
地
域
に
密

着
し
た
活
動
と
し
て
、
城
下
町
に
あ

る
貴
重
な
史
跡
文
化
財
の
清
掃
ボ
ラ

２
年
目
の
栽
培
始
ま
る

岡
大
豆
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
大
学
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
宮
城
・
城
原
地
区
の
住
民
と
別

府
大
学
が
進
め
る
「
岡
大
豆
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
岡
藩
の
特
産
品
「
岡

大
豆
」
の
復
活
を
目
指
し
、
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
岡
大
豆
の
栽
培
は
今
年
度
で
２
年

目
。
６
月
16
日
に
は
同
大
学
の
学
生

と
地
区
住
民
が
文
化
財
管
理
セ
ン

タ
ー
（
旧
双
城
中
学
校
）
の
畑
地
に

岡
大
豆
を
植
え
付
け
、
７
月
21
日
は

除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
除
草
作
業
を
定
期
的
に
行

い
、
収
穫
し
た
大
豆
は
同
大
学
食
物

栄
養
科
学
部
と
地
元
の
婦
人
会
が
食

品
開
発
を
行
う
材
料
と
し
て
使
用
す

る
予
定
で
す
。

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長
い
間
続
け
て
い

ま
す
。

　
７
月
23
日
は
岡
藩
主
お
た
ま
や
公

園
、
８
月
３
日
に
は
国
指
定
重
要
文

化
財
愛
染
堂
周
辺
の
除
草
作
業
に
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
活
動
に
よ
り
、
お
た
ま
や
公
園
の

龍
吟
池
に
浮
か
ぶ
蓮
の
花
が
一
段
と

映
え
、
美
し
い
景
観
が
蘇
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
竹
楽
」
の
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
愛
染
堂
の
石
段
が
、
訪
れ
た
人
に

清
涼
感
を
与
え
る
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
文
化
遺
産
を
郷
土
の
誇
り

と
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
が
、

城
下
町
再
生
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
く
ら

な
か
じ
ょ
う
た
だ
し
ち
ろ
う

の
り
と
し

ひ
さ  

こ

か
ん
が
い

ひ
さ
き
よ

ま
き  

お
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農作業事故を防ぎましょう ほか

　農
作
業
事
故
が
多
発
す
る
９
〜
10

月
を
農
作
業
安
全
対
策
重
点
期
間
と

し
て
、
毎
年
「
秋
の
農
作
業
安
全
確

認
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
農
林
業
作
業
の
安
全
を
心
が

け
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
圃
場
外
（
農
道
等
）
で
の

作
業
は
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
通
行

者
へ
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◆
作
業
者
の
安
全
対
策

・
作
業
中
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
護
メ

ガ
ネ
な
ど
の
防
護
具
を
着
用
す
る

・
傾
斜
地
の
作
業
に
十
分
注
意
す
る

・
過
積
載
や
機
械
の
無
理
な
操
作
を

行
わ
な
い

・
木
の
伐
採
は
、
安
全
に
確
実
に
倒

せ
る
方
向
を
選
ぶ

・
伐
採
す
る
木
の
下
処
理
を
必
ず
行
う

◆
周
囲
の
安
全
対
策

・
作
業
中
は
周
囲
に
人
が
い
な
い
か

常
に
注
意
す
る

・
作
業
中
の
機
械
や
人
に
近
づ
か
な

い
・
伐
採
時
は
倒
伐
方
向
に
人
が
い
な

い
か
確
認
す
る

◆
日
頃
か
ら
心
が
け
る
こ
と

　使用済みのビニールやマルチなどの農業用廃プラス
チック類は、法律で適正な処理が義務づけられています。
　回収場所へ運搬する場合は運搬車両の表示及び書面の

備え付け（携帯）を行い、また印鑑を必ずご持参ください。
回収する農業用廃プラスチック類

　ハウスの農業用ビニール、農業用のマルチ資材、ラッ
プサイレージ、肥料袋（ビニール）、育苗用ポット、農薬
のプラスチック製空容器など
※農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。
回収日程（予定）

回収時間　午前９時～午後３時
　　　　　（時間内での持ち込みをお願いします）
料金　32円／ kg（税込）
問 竹田市農政課　☎63-4805

　 大分県農業協同組合豊肥事業部園芸課　☎63-1224

農業用廃プラ類の梱包方法

・
作
業
箇
所
の
安
全
を
確
認
し
、
危

険
箇
所
に
は
目
印
を
設
置
す
る

・
日
頃
か
ら
機
械
の
点
検
整
備
を
行

い
、
点
検
時
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
す
る

◆
も
し
も
の
た
め
に
！

・
作
業
場
所
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く

・
携
帯
電
話
を
携
帯
す
る

農
薬
散
布
10

か
条
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
食
品
衛
生
法
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
）
に
よ
り
、
す
べ
て
の
農
薬
、

作
物
の
残
留
農
薬
の
基
準
を
超
え

て
、
農
薬
等
が
残
留
す
る
農
産
物
・

食
品
の
流
通
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
薬
の
適
正
使
用
と
周
り
の
圃

場
の
作
物
へ
農
薬
が
飛
散
し
な
い

よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
、
地
域
一

帯
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

１
か
条
　
農
薬
の
　
表
示
確
認
　
忘

れ
ず
に

２
か
条
　
農
薬
は
　
き
ち
ん
と
計
っ

て
薄
め
ま
し
ょ
う

３
か
条
　
使
用
後
は
　
十
分
清
掃
　

残
液
ゼ
ロ

４
か
条
　
風
弱
く
　
風
向
き
変
化
に

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

の
届
出
等
を
忘
れ
ず
に

　
森
林
を
伐
採
す
る
前
は
、
森
林
法

に
よ
っ
て
30
日
〜
90
日
前
ま
で
に
、

市
町
村
へ
伐
採
届
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
森
林
の
伐
採
の
予
定

の
あ
る
方
は
、
伐
採
時
期
を
考
慮
し

て
定
め
ら
れ
た
期
間
に
伐
採
届
を
提

出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
森
林

経
営
計
画
が
立
て
ら
れ
た
森
林
等
に

つ
い
て
は
、
森
林
組
合
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
に
森
林
法
が
改

正
さ
れ
、「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造

農
作
業
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

９
〜
10

月
は
「
秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
」
実
施
期
間
で
す

気
を
つ
け
て

５
か
条
　
で
き
る
だ
け
　
作
物
に
近

く
　
内
向
き
に

６
か
条
　
防
除
機
の
　
圧
力
抑
え
　

適
量
散
布

７
か
条
　
粒
・
液
・
粉
　
飛
散
し
に

く
い
　
農
薬
順

８
か
条
　
調
べ
よ
う
　
隣
の
作
物
の

収
穫
時
期

９
か
条
　
日
頃
よ
り
　
し
っ
か
り
連

絡
　
お
互
い
に

10
か
条
　
安
全
は
　
作
る
こ
だ
わ
り

買
う
こ
だ
わ
り

問 

農
政
課
　
☎
63-

４
８
０
５ 

農業用廃プラスチックを回収します

菅生育苗センター

荻堆肥センター

久住野菜集出荷場

直入野菜集出荷場

26日㈭ ４日㈬

６日㈮

５日㈭

５日㈭

６日㈮

３日㈫

４日㈬

16日㈭

場　所 ９月 12月 １月 ３月

①できる限り土や砂などの付着物を除去する。

　（針金などの異物が混入しないようにお願いします）

②つづら折りにする。（横約80センチ、高さ約20センチ）

③同じ材質のものをヒモにして、２か所結束する。

※機械でロール状にされる方も、ほどけないように結束を

お願いします。

農ポリ・マルチ・農ビ

その他

〈塩ビパイプ〉

塩ビパイプは約１メート

ルに切断し、結束する。

〈肥料袋〉

束ねて縛るか、肥料袋の

中にまとめる。

〈農薬ボトル〉

中を水洗いし、袋にまと

める。

林
の
届
出
書
」
に
基
づ
く
伐
採
は
、

伐
採
後
の
造
林
状
況
を
確
認
し
た

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る

森
林
状
況
報
告
書
」
の
提
出
が
、
森

林
所
有
者
等
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

問 

農
政
課
林
業
振
興
室
　
☎
63-

４

８
０
５

1メートル

ほ

ほ
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休日・夜間の在宅当番医院／地域の子育て拠点施設として

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所

　開
所
か
ら
４
か
月

地
域
の
子
育
て
拠
点
施
設
と
し
て

　
竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
が
竹

田
市
玉
来
に
新
築
移
転
し
、
４
月

22
日
に
診
療
を
始
め
て
４
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
診
療
所
は
児
童
公
園
「
竹

の
子
ひ
ろ
ば
」
に
隣
接
し
、
診
療

室
は
一
般
の
診
療
室
に
ア
レ
ル

ギ
ー
外
来
、
予
防
接
種
の
３
室
。

待
合
室
は
予
防
接
種
の
み
別
室
の

２
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
高
野
智
幸
医
師
ほ
か
ス
タ
ッ
フ

５
名
で
診
療
を
行
い
、
開
所
以
降

１
日
平
均
で
35
人
が
診
療
所
を
訪

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
自
治
体
が
運
営
す
る
全

国
唯
一
の
小
児
科
の
診
療
所
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
な
が
ら
、
診
療
所
の
充
実
並
び

に
子
育
て
政
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

開
所
に
喜
び
の
声

　「
子
ど
も
を
持
っ
た
お
母
さ
ん
か

ら
『
開
所
し
て
よ
か
っ
た
。
診
療

所
も
き
れ
い
で
嬉
し
い
』
と
い
う

声
を
聞
く
」
と
話
す
の
は
竹
田
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
長
を
務
め
る

古
森
佳
代
さ
ん
。
古
森
さ
ん
は
「
竹

田
の
小
児
医
療
を
守
る
会
」
の
代

表
と
し
て
診
療
の
存
続
を
求
め
、

市
民
の
４
分
の
１
に
あ
た
る
５
千

人
超
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

　「
市
内
唯
一
の
小
児
診
療
所
と
し

て
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
一
市

民
と
し
て
協
力
で
き
る
こ
と
は
し

て
い
き
た
い
し
、
見
守
り
続
け
た

い
。
こ
の
診
療
所
が
子
育
て
世
代

の
交
流
の
場
に
な
れ
ば
」
と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

 

　
こ
ど
も
診
療
所
の
診
療
時
間

は
、
月
〜
土
曜
の
午
前
９
時
〜
12

時
及
び
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

６
時（
火
・
土
曜
は
午
前
中
の
み
）。

休
診
日
は
日
曜
と
祝
日
で
す
。

問 

竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
　

☎
63-

３
８
３
８

↑開所して４か月が経過した竹田市立こども診療所

９月の休日及び夜間の在宅当番医院

小児科外来休日当番医院

当番日 医　療　機　関

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-3241

63-2270

63-2083

76-0008

63-2304

63-2016

63-3241

64-7777

63-2270

63-2006

63-2083

63-3387

64-9000

64-7777

63-3241

大久保病院

志賀内科

秦医院

道全内科

伊藤医院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

志賀内科

安西皮膚科

竹田診療所

柚須医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

くどう循環器科・内科

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

竹田クリニック

大久保病院

竹田医師会病院

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

64-7777

63-2083

63-2246

63-2270

75-2222

63-3241

64-7777

63-3241

63-2083

63-3232

62-4014

63-2016

64-7777

63-3241

63-2270

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医

療情報ほっとネット」で公開しています。

９／ １㈰

９／ ８㈰

９／15㈰

９／16㈪

９／22㈰

９／23㈪

９／29㈰

10／６㈰

歯科筑紫医院

長湯ごとう歯科

竹下歯科医院

まつもと歯科クリニック

久住加藤医院　歯科診療部

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

ふじさわ歯科医院

☎76-0024

☎75-3001

☎62-2662

☎62-2400

☎76-0008

☎75-3001

☎68-3263

☎64-1118

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

９／ １㈰

９／ ７㈯

９／ ８㈰

９／14㈯

９／15㈰

９／16㈪

９／21㈯

９／22㈰

９／23㈪

９／28㈯

９／29㈰

10／５㈯

10／６㈰
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

6

13

20

27

7

14

21

28

5

12

19

26

・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～

せり開始（豊後豊肥家畜市

場）

・おはなしルーム 14:00-14:30

（南部幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・第９回竹田市農業委員会総会 
13:30～（市役所本庁３階第

５会議室）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・第７回血栓竹田フォーラム及
び第５回Q-may凝固線溶セミ
ナー  13:00～（グランツたけた）

※参加費1000円

・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開始

（豊後豊肥家畜市場）

・３歳児健診・プレママ教室 13:00～受付

（竹田市総合社会福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）

※要予約（前日午前中まで）☎63-3346
（竹田市心の相談支援事業所）

・不登校を考える親の会「コスモスの会」  
19:00-21:30（みんなのいえカラフル）

  ☎090-5470-8998（山口）

・世界アルツハイマーデー
・たけのこ文庫のおはなし会
 15:00-15:30（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00
（大分県豊肥振興局）※要予約 ☎63-

1171（豊肥振興局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保

健センター）※要予約（前日午前中ま
で）☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊
肥保健所）※要予約☎0974-22-0162

（豊肥保健所）

　 こ よ み ９月

よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民
らが気軽に交流できる場所
です。
【竹田】
・★６日・20日㈮ 13:00-15:00
　みんなのいえカラフル
【荻】
・10日・24日㈫ 13:00-15:00
　荻「しらみず」
【久住】
・10日㈫・26日㈭ 13:00-15:00
　久住「りんどう」
【直入】
・13日・27日㈮ 13:00-15:00
　直入「ゆのはな」
【竹田北部「双城」】
・19日・26日㈭ 13:00-15:00 
　出会いの湯
【竹田南部「あけぼの」】
・４日㈬ 13:00-15:00
　入田分館
・18日㈬ 13:00-15:00
　宮砥分館
・24日㈫ 13:00-15:00
　あ祖母学舎
【都野】
・12日・26日㈭ 13:30-15:30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療
センターによる認知症予防
講座、もの忘れ相談会を開
催します。

　世界アルツハイマーデー

（９月21日）は、国際アルツ

ハイマー病協会（ＡＤＩ）が

認知症への理解をすすめ、本

人や家族への施策の充実を目

的に1994年に制定しました。

今年は第25回目にあたりま

す。また９月を世界アルツハ

イマー月間として、世界各国

で認知症の啓発活動を行って

います。

　市では９月1日㈰から29日

㈰まで、竹田市立図書館で認

知症に関する本のコーナーを

設置します。また、24日㈫の

午前10時～11時30分には、認

知症地域支援推進員による認

知症サポーター養成講座（先

着10人）と認知症相談会を竹

田市立図書館で行います。皆

さんぜひお越しください。　

問竹田市地域包括支援セン

ター　☎64-0310 

　高齢者に対する暴行や虐待、いやがらせなどの高齢者に関する人権問

題について話を聞かせてください。人権擁護委員が、どうすれば解決で

きるか一緒に考えます。秘密は守ります。

　日時　９月17日㈫　午前９時～午後４時

　相談専用電話　☎0570-003-110（全国共通・ナビダイヤル）

※ I P 電話等からは利用できない場合があります。I P 電話の方は大分地

方法務局竹田支局にお問い合わせください。

問 大分地方法務局竹田支局　☎62-2315

高齢者の人権あんしん相談

　法務大臣から任命された公証人は遺言を始め、任意後見契約など大切な

各種契約に関する公正証書を作成しています。公正証書は紛争の予防と早

期解決に重要な役割を果たし、遺言公正証書は遺産相続に伴う親族間の紛

争を防止するとともに、相続手続きを簡易・迅速に行うことができます。

　いつでも無料で相談に応じていますので、お問い合わせください。

問 大分公証人合同役場（大分市城崎町2-1-9 城崎ＭＫビル２階）

　 ☎097-535-0888

未来への約束を公正証書が守ります

　９月１日から10日は、

屋外広告物の適正化を一

層推進するための「屋外

広 告 物 適 正 化 旬 間 」で

す。

　全国において屋外広告

物に関する普及啓発、違

反屋外広告物の是正指導

やパトロール等が行われ

ますので、広告物の設置

者はこの機会に屋外広告

物が適切に設置されてい

るか点検しましょう。

問 建設課道路管理係

　 ☎63-1111
   （内線247・248）

屋外広告物適正化
旬間です

９月は

世界アルツハイマー月間です

10月１日～７日は公証週間です

９月１日～ 10日は

広報たけた  令和元年９月号 14



竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

・松本地区合同敬老会 11:00～

（松本分館）

・竹田市認知症映画上映会「ぼ
けますから、よろしくお願いし
ます。」13:15～開会行事 13:30

～上映（竹田市総合社会福祉

センター）※入場無料

・グランツたけた休館日

・竹田混声合唱団「第40回記
念演奏会」 13:30開場 14:00

開演（グランツたけた）※入

場料1000円（高校生以下は

無料）☎090-1194-9592（竹

田混声合唱団・大塚）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直

入支所）※要予約（前日午前中ま

で）☎63-3346（竹田市心の相談

支援事業所）

・グランツたけた休館日
・荻の里温泉休館日
・【納期限】市県民税（２期）、国

民健康保険税（５期）、介護保

険料・後期高齢者医療保険料

（２期）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・都野地区敬老会 10:00～（都

野公民館）

・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市直入B&G海洋センター

体育館）☎75-3688（温泉利

用相談室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制〕 10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流セン

ター）☎097-552-1211（日本年金機
構大分年金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）
☎097-537-7089（大分県行政書士
会事務局）

・グランツたけた休館日
・荻の里温泉休館日
・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市直入B&G海洋センター

体育館）☎75-3688（温泉利

用相談室）

・令 和 元 年 度 荻 地 域 敬 老 会 
9:00～（荻福祉健康エリア屋

内運動場）

・宮砥地区敬老者感謝会 10:00

～（竹田市福祉施設はくす

い）

・令和元年度菅生地区祝敬老
会 12:00～（菅生分館）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・乳児（9～10か月児）健診 13:00

～受付（竹田市総合社会福

祉センター）

・第15回竹田市交通安全市民
大会 14:00～（グランツたけた）

・グランツたけた休館日
・【納期限】固定資産税（３期）、

国民健康保険税（６期）、介護

保険料・後期高齢者医療保

険料（３期）

・剣道あきフェス 9:00～（竹田市体育セン

ター）☎090-7150-6352（竹田市剣道連

盟・塩手）※18:00～19:00の間

・県下一斉司法書士無料法律相談 10:00-

15:00（竹田分館）☎097-532-7579（大分

県司法書士会）

・CROKETものまねエンターテイメント！コ
ロッケコンサート～笑う顔には福来たる！
～ ①14:00開場 14:30開演 ②17:30開場 

18:00開演（グランツたけた）☎63-4837
（グランツたけた）

・郷土の自然に親しみ植物を
観察する会「宇目町の大規模
林道沿いの小表山」 8:00まで

に市役所駐車場集合※参加

費1000円 ☎62-4100（竹田

創生館）

・竹田・豊後大野ベジ食ぶる
フェス 11:00-16:00（グランツ

たけた芝生広場）※小雨決

行、雨天時は開始時間変更

有

・グランツたけた休館日
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市

立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直

入B&G海洋センター体育館）☎75-
3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田

市総合社会福祉センター）※要予

約（前日午前中まで）☎63-3346（竹

田市心の相談支援事業所）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

 10月上旬の主な予定　　   　　　※８月23日現在

５日㈯ ・ダン・タイ・ソン  ピアノリサイタル 13:30

開場14:00開演（グランツたけた）

☎63-4837（グランツたけた）

６日㈰ ・久住高原まつり・久住高原牛肉まつり 

10:00-15:00（南登山口特設会場（星ふ

る館隣））☎76-1116（久住高原まつり

実行委員会（久住支所地域振興課））

月
間
・
そ
の
他

９月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

９月18日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

敬老の日

秋分の日

○発達障害福祉月間

○がん征圧月間

○健康増進普及月間

○障害者雇用支援月間

○世界アルツハイマー月間

○食生活改善普及運動

○オゾン層保護対策推進月間

○自賠責制度広報・啓発期間

○防災週間（～９／５）

○自殺予防週間（９／10～16）

○動物愛護週間（９／20～26）

○秋の全国交通安全運動（９／21～30）

○結核予防週間（９／24～30）

○自動車点検整備推進運動強化月間

　（～10／31）

○緑の募金（～10／31）
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
給

付
金
の
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
方

◆
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上

②
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
87
万
９
３
０
０
円
以
下

◆
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方

①
前
年
の
所
得
額
が
４
６
２
万
１
千

円
以
下

請
求
手
続
き

・
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
対
象
と
な

る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請

求
手
続
き
の
ご
案
内
が
９
月
上
旬
か

ら
順
次
届
き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金

を
受
給
し
始
め
た
方
は
、
年
金
の
請

求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
ま

た
は
市
区
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
や
厚

生
労
働
省
か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞

き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０

－

05

－

４
０

９
２
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
受
付
時
間
は
月
曜
日
が
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時
、
火
～
金
曜
日
が

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
、

第
２
土
曜
日
が
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、
翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日
の
午

後
７
時
ま
で
）

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）
及

び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く

　

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

車
体
課
税
の
見
直
し
に
よ
り
、
10
月

１
日
か
ら
自
動
車
税
制
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

　

自
動
車
を
新
た
に
取
得
し
た
時
に

課
せ
ら
れ
る
「
自
動
車
取
得
税
」
が

廃
止
と
な
り
、
新
た
に
「
環
境
性
能

割
」
と
い
う
税
制
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
自
動
車
を
取
得
し
た
際
に
課
せ

ら
れ
る
点
は
同
じ
で
す
が
、
税
率
が

燃
費
に
よ
っ
て
変
動
す
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
普
通
自
動
車
は

０
％
か
ら
３
％
ま
で
、
軽
自
動
車
は

０
％
か
ら
２
％
ま
で
変
動
し
ま
す
。

納
税
額
は
自
動
車
の
取
得
価
格
に
税

率
を
か
け
た
値
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か

ら
２
０
２
０
年
９
月
30

日
ま
で
に
自
動
車
を
購

入
さ
れ
る
場
合
、
税
率

は
１
％
軽
減
さ
れ
ま

す
。

問 

税
務
課
課
税
係　

☎
63

－

４
８
０
３

年
　
金

10
月
１
日
か
ら

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

が
始
ま
り
ま
す

税
　
金

10
月
１
日
か
ら

自
動
車
税
制
が
変
わ
り
ま
す

９月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

竹田・豊後大野「ベジ食ぶるフェス」

一生に一度が大分に！

ラグビーワールドカップ2019™
日本大会が開催されます

　竹田と豊後大野の野菜を「食べて＋学んで

＋楽しむ」イベントを開催します。

　当日は「野菜と美」をテーマにしたトーク

ショーやワークショップのほか、野菜たっぷ

りメニューも大集合。いつもの食事内容を食

品サンプルから選んでカロリー計算やバラン

スチェックができる食育体験会も行います。

　９月23日は野菜を食べる一日「ベジ食ぶる
デー」にしませんか？

日時　９月23日（月・祝）　午前11時～午後４時

（小雨決行、雨天時は開始時間変更あり）

会場　グランツたけた芝生広場

問 大分県豊肥振興局地域振興部　☎63-1291
　また、９月から竹田や豊後大野の道の駅や

飲食店を巡ってスタンプを集める「竹田・豊
後大野　ベジ食ぶるスタンプラリー」（11月30

日まで）を始めます。集めたスタンプの数に

応じて、抽選で豪華景品をプレゼント。野菜

を食べて、景品をゲットしませんか？

　９月20日から11月２日まで、ラグビーワー

ルドカップ2019™日本大会が開催されます。

　大分県でも５試合が予定されています。ぜ

ひ会場で迫力の試合をご観戦ください。

大分開催試合（大分スポーツ公園総合競技場）
○ 10月２日㈬　午後７時15分～　ニュージー

ランドⅤカナダ

○ 10月５日㈯　午後２時15分～　オーストラ

リアⅤウルグアイ

○ 10月９日㈬　午後６時45分～　ウェールズ

Ⅴフィジー

○ 10月19日㈯　午後４時15分～　準々決勝１ 

プールＣ１位ⅤプールＤ２位

○ 10月20日㈰　午後４時15分～　準々決勝３ 

プールＤ１位ⅤプールＣ２位

※チケットは公式チケットサイト（tickets.
rugbyworldcup.com）からご購入ください。

問 ラグビーワールドカップ2019™日本大会大

分開催お問い合わせセンター　☎0570-200-
165（午前９時～午後５時）
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たけたんインフォ

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
、
未
就
学

児
の
い
る
ご
家
庭
に
週
１
回
、
２
時

間
程
度
子
育
て
経
験
者
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
）
が
訪

問
す
る
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
家
庭
訪
問

型
子
育
て
支
援
で
す
。
育
児
の
悩
み

の
傾
聴
（
話
を
聴
く
）
や
家
事
・
育

児
の
協
働
（
と
も
に
何
か
を
す
る
）

を
、
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
す
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
に
基

づ
く
活
動
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座
（
全

８
回
）
を
受
講
し
、
子
育
て
経
験
を

活
か
し
て
、
子
育
て
に
頑
張
っ
て
い

る
お
母
さ
ん
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

子
育
て
経
験
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も

※
原
則
と
し
て
、
全
日
程
に
出
席
で

き
る
方
で
、
終
了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
で
き
る
方

募
集
人
数　

６
人
程
度

講
座
日
程　

９
月
26
日
㈭
～
11
月
14

日
㈭
（
全
８
回
）

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

９
月
20
日
㈮
ま
で

※
詳
し
い
日
程
や
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
「
夢
と
ん
ぼ
」

☎
０
８
０

－

５
７
９
２

－

５
４
５
７
ま

た
は
☎
63

－

１
１
８
６
（
竹
田
こ
ね

こ
ク
ラ
ブ
内
）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、

交
通
網
の
寸
断
や
通
信
障
害
な
ど
で

行
政
や
消
防
、
警
察
等
に
よ
る
救
助

活
動
が
円
滑
に
行
え
な
い
場
合
が
想

定
さ
れ
、
そ
う
し
た
際
に
は
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
と
地

域
や
近
隣
の
人
が
互
い
に
助
け
合
う

「
共
助
」、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
の
防

災
力
」
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

市
で
は
防
災
活
動
の
核
と
な
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
「
防
災
士
」
の
養
成
を

行
い
ま
す
。
市
内
在
住
の
方
は
、
市

が
教
本
代
（
３
千
円
）、
受
験
料
（
３

千
円
）、
登
録
料
（
５
千
円
）
を
負

担
し
、
本
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
日　

10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

※
２
日
間

会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

定
員　

40
人

申
込
方
法　

総
務
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
に
申
し
込
み

申
込
期
限　

９
月
20
日
㈮

問 

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室　

☎
63

－

４
８
０
０

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
製
造
、

加
工
す
る
食
品
に
は
新
し
い
表
示
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。
新
表
示
へ
の
移

行
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
事
業
者
の

方
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
27
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場　

九
州
電
力
株
式
会
社
大
分

営
業
所
２
階
大
ホ
ー
ル
（
大
分
市
金

池
町
２

－

３

－

４
）

対
象
者　

県
内
の
食
品
製
造
・
加
工

事
業
者
（
食
品
表
示
を
作
成
す
る
事

業
者
）

申
込
期
限　

９
月
13
日
㈮

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料
等　

無
料

※
講
習
会
の
詳
細
及
び
申
込
方
法
は

大
分
県
食
品
・
生
活
衛
生
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
食
品
・
生
活
衛
生
課　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
０
５
６

　

市
で
は
、
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

方
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
病
院

等
窓
口
の
支
払
額
）
を
助
成
し
て
い

ま
す
が
、
２
０
１
９
年
10
月
診
療
分

か
ら
自
動
償
還
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
市
町
村
で
の
医
療
費
助
成
の
申

請
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

★
重
度
医
療
費
の
受
給
者
証
は
大
切

に
保
管
し
、
医
療
機
関
（
病
院
・
薬

講
座
・
研
修
会
等

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座

防
災
士
養
成
研
修

令
和
元
年
度

食
品
適
正
表
示
講
習
会

障
が
い
福
祉

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の

窓
口
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す

今年も「ひまわり号」を運行します知ればもっと大分が好きになる！ 第７回しんけん大分学検定

　「電車やバスに乗って旅をしたい」とい

う障がいを持つ方々の思いを実現させる

ため、「竹田市ひまわり号を走らせる会」

では、年１回バス旅行を企画しています。

　今回は「日本マラソンの父・金栗四三

の故郷を訪ねる一日」をテーマに「ひま

わり号」を運行します。

日時　10月27日㈰　午前８時30分出発

午後５時30分帰着予定

目的地　金栗四三の住家及びいだてん大

河ドラマ館（熊本県玉名市）

募集人数　利用者40人とボランティア

50人（計90人）

参加費　大人３千円、高校生以下１千円

申込締切　９月30日㈪　※定員に達し次

第締切

■申・問 第15回竹田市ひまわり号を走らせ

る会　☎63-1464（佐藤）／竹田市社会

福祉協議会　☎63-1544（担当・後藤）

　大分県のことを、あなたはどれくらい知っていますか？「しんけん大

分学検定」は、県内の歴史をはじめ、文化、食、温泉などさまざまな分

野の検定問題にチャレンジすることで、大分の多面的な魅力を知り、地

域に対する誇りや自信を持ってもらおうと行われています。

　120点満点中110点採れれば大分学上級です。ぜひ、市民の皆さんも

チャレンジしてみませんか。

日時　11月３日㈰　午後１時30分～３時

会場　大分合同新聞社本社ほか（予定）

定員　200人（中学生以上）

検定料　①中学生は無料、②高校生は１人１千円、③大学・短期大学・専

門学校等学生または20歳未満は１人２千円、④①～③以外の方は１人３千

円

※５人以上の団体申込はそれぞれ500円割引

応募期間　９月30日㈪まで　※定員に達し次第締切

申込方法　大分学検定ＷＥＢサイトから申し込み、または受検案内に記

載の申込書に必要事項を記入して申し込み。受検案内は竹田市企画情報

課、各支所地域振興課、竹田市観光ツーリズム協会に設置しています。

問 しんけん大分学検定事務局（一般社団法人大分学研究会）

　 ☎097-538-9731　E-mail:oitagakukentei@gmail.com
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局
等
）
の
窓
口
で
毎
回
必
ず
見
せ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
支
給
対
象
は
医
療
保
険
診
療
分
の

自
己
負
担
額
で
す
。
食
事
療
養
費
及

び
室
料
差
額
や
診
断
書
等
は
支
給
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
精
神
科

へ
の
入
院
は
対
象
外
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
次
の
場
合
は
自
動
償
還
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
窓
口
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
外
の
医
療
機
関
（
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
鍼
灸
な
ど
含
む
）
で

受
診
し
た
場
合

○
９
月
30
日
ま
で
に
受
診
し
た
分

○
補
装
具
費
等
の
自
費
払
い
が
あ
る

場
合

○
県
外
に
あ
る
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合

★
医
療
費
が
高
額
療
養
費
に
該
当
す

る
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
差
し
引
い

た
額
を
重
度
医
療
費
か
ら
支
給
し
ま

す
。

★
支
給
に
つ
い
て
は
、
診
療
月
か
ら

３
か
月
後
の
月
末
日
（
休
日
の
場
合

は
前
日
）
と
な
り
ま
す
。

問 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63

－

４
８
１
１
／
FAX　
63

－

０
９
８
８

日
時　

10
月
31
日
㈭　

正
午
～
午

後
３
時
（
診
察
予
定
時
間
）

会
場　

豊
後
大
野
市
役
所
２
階
中
央

公
民
館

対
象
者

・
補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
た
い
方

（
義
肢
・
車
い
す
・
装
具
な
ど
）

・
補
装
具
が
処
方
ど
お
り
製
作
、
調

整
さ
れ
て
い
る
か
等
を
確
認
す
る
補

装
具
適
合
判
定
を
受
け
た
い
方
（
補

装
具
製
作
業
者
の
同
席
が
必
要
）

診
察　

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病

院　

片
岡
晶
志
医
師

※
担
当
医
師
は
当
日
の
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

費
用　

無
料

申
込
期
限　

10
月
11
日
㈮
ま
で

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
及
び
等

級
変
更
に
伴
う
診
断
書
・
意
見
書
の

作
成
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

☎
63

－

４
８
１
１

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
今
年
度
76
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
肺
炎

等
の
疾
病
に
つ
な
が
る
口
腔
機
能
の

低
下
を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
口
腔

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

口
腔
内
の
健
康
は
、
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
必
要
で

す
の
で
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
９
月
中
に
歯

科
口
腔
健
診
受
診
券
と
問
診
票
、
実

施
機
関
一
覧
を
送
付
し
ま
す
。

検
査
項
目　

問
診
、
歯
及
び
入
れ
歯

の
状
況
、
か
み
合
わ
せ
、
口
腔
内
の

状
況
、
歯
周
病
や
の
み
こ
み
機
能
の

状
況

実
施
期
間　

10
月
～
来
年
２
月

実
施
機
関　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
契
約
す
る
歯
科
医
療

機
関

※
健
診
を
受
診
す
る
と
き
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の　

被
保
険
者
証

（
カ
ー
ド
）、
歯
科
口
腔
健
診
受
診

券
・
問
診
票
（
Ａ
４
用
紙
両
面
印
刷
）

※
被
保
険
者
証
や
歯
科
口
腔
健
診
受

診
券
・
問
診
票
を
持
参
し
な
い
と
受

診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
紛
失
し
た
場
合
や
届
い
て
い
な

い
場
合
は
広
域
連
合
ま
た
は
お
住
ま

い
の
市
町
村
の
後
期
高
齢
者
医
療
担

当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用　

１
回
の
み
無
料

問 

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７
７

１
（
代
表
）
／
竹
田
市
保
険
健
康
課

国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63

－

１

１
１
１
（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

　

宅
配
業
者
を
名
乗
っ
て
「
お
客
様

に
荷
物
を
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
不

在
の
た
め
持
ち
帰
り
ま
し
た
」
な

ど
、
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
が
届
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
メ
ー
ル
の
添

付
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
た
り
、
ア
プ
リ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
」「
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
勝
手
に
偽
の
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ

た
」「
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
発

生
し
た
」
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

宅
配
業
者
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
は

簡
単
に
信
用
せ
ず
、
身
に
覚
え
の
な

い
キ
ャ
リ
ア
決
済
の
料
金
が
発
生
し

た
場
合
は
、
携
帯
電
話
会
社
に
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４
※
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金
曜
の

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

令
和
元
年
度

身
体
障
が
い
者
（
肢
体
不
自
由
）

巡
回
相
談
会

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

歯
科
口
腔
健
診
の
お
知
ら
せ

消
費
者
行
政

宅
配
業
者
か
ら
の
メ
ー
ル
に
ご

注
意
！

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。
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県
で
は
、
東
京
圏
（
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
埼
玉
県
及
び
千
葉
県
）
か

ら
の
移
住
・
定
住
の
促
進
と
中
小
企

業
等
に
お
け
る
人
手
不
足
の
解
消
に

向
け
て
、「
大
分
県
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

東
京
23
区
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た

は
東
京
圏
か
ら
東
京
23
区
内
へ
通
勤

さ
れ
て
い
る
方
が
大
分
県
内
へ
移
住

し
、
大
分
県
が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
に
求
人
情
報
を
掲
載
し
た

中
小
企
業
等
に
就
業
し
た
場
合
、
移

住
先
の
市
町
村
か
ら
移
住
支
援
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
移
住
支
援
金
の
概
要
は
内
閣
官

房
・
内
閣
府
総
合
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
移
住
支
援
金
支
給
対
象
法
人
の
要

件
や
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は

「
お
お
い
た
商
工
労
働
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
若
年

者
就
業
支
援
班　

☎
０
９
７

－

５
０

６

－

３
３
４
０

第
１
次
選
考　

10
月
27
日
㈰

会
場　

大
分
県
庁
舎
新
館
５
階
51

会
議
室

申
込
期
限　

10
月
２
日
㈬

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受

付
で
配
布
の
選
考
要
領
ま
た
は
大
分

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問 

大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
３
０
５

職
種　

一
般
事
務
Ａ
（
大
学
卒
・
短

大
卒
・
高
専
卒
程
度
）、
一
般
事
務

Ｂ
（
高
卒
程
度
）

第
１
次
試
験　

11
月
10
日
㈰

申
込
期
間　

10
月
15
日
㈫
～
22
日

㈫採
用
予
定
者
数　

一
般
事
務
Ａ
・
Ｂ

と
も
に
１
人

採
用
予
定
日　

令
和
２
年
４
月
１
日

※
受
験
資
格
や
選
考
方
法
等
の
詳
細

は
、
公
立
学
校
共
済
組
合
大
分
支
部

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
同

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■申
・
問 

公
立
学
校
共
済
組
合
大
分

支
部
（
〒
８
７
０

－

８
５
０
３ 

大

分
市
府
内
町
３

－

10

－

１ 

大
分
県

庁
舎
別
館
６
階 

大
分
県
教
育
庁
福

利
課
内
）　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５

４
７
７

日
時　

11
月
24
日
㈰　

午
前
10

時
～
（
大
分
大
学
の
み
午
後
も
試
験

あ
り
。
２
時
～
試
験
開
始
）

会
場
・
試
験
種
類　

大
分
大
学
で

は
、
午
前
に
甲
種
・
乙
種
（
４
類
以

外
の
す
べ
て
）・
丙
種
、
午
後
に
乙

種
第
４
類
の
み
。
別
府
市
立
青
山
中

学
校
・
県
立
中
津
東
高
校
・
県
立
日

田
林
工
高
校
・
県
立
三
重
総
合
高

校
・
県
立
佐
伯
豊
南
高
校
・
県
立
国

東
高
校
で
は
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・

丙
種

※
試
験
会
場
は
変
更
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

願
書
配
布
先　

県
内
各
消
防
本
部
、

県
消
防
保
安
室
、（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

受
付
期
間　

電
子
申
請
は
９
月
14
日

㈯
～
27
日
㈮
、
書
面
申
請
は
９
月
17

日
㈫
～
30
日
㈪

■申
・
問 

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
大
分
県
支
部
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２

－

12

－

10　

昭
栄
ビ
ル
２
階
）　

☎
０

９
７

－

５
３
７

－

０
４
２
７

移
住
支
援

移
住
支
援
金
支
給
対
象
法
人
・

求
人
情
報
を
募
集
し
ま
す

試
　
験

令
和
元
年
度

大
分
県
職
員（
学
芸
員
）採
用
選
考

令
和
元
年
度

公
立
学
校
共
済
組
合
大
分
支
部

職
員
採
用
試
験

令
和
元
年
度

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

令和元年度大分県農林水産祭

おおいたみのりフェスタ

　県内各地から新鮮な農林水産物や郷

土料理、特産品等が一堂に集まる「お

おいたみのりフェスタ」を開催します。

　秋深まる会場で、大分の恵みを満喫

しませんか？

  水産部門  

日時　10月12日㈯　午前９時30分～

午後３時30分／ 13日㈰　午前９時～

午後３時

会場　亀川漁港（別府市）

内容　産地直売コーナー、ブリ・魚の

つかみ取りなど

問 大分県農林水産部漁業管理課　

　 ☎097-506-3914

  農林部門  

日時　10月26日㈯　午前９時30分～

午後４時30分／ 27日㈰　午前９時30

分～午後３時30分

会場　別府公園（別府市）

内容　県産農林水産物の販売・食の提

供、木工教室、ジビエコーナー、マグ

ロの解体ショーなど

問 大分県農林水産祭実行委員会事務局

　 （大分県農林水産部地域農業振興課）

　 ☎097-506-3582
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猪
、
鹿
、
狸
等
を
狩
猟
・
捕
獲
す

る
方
は
、
狩
猟
免
許
及
び
捕
獲
許
可

が
必
要
で
す
。
今
年
度
は
手
数
料
が

無
料
で
す
。

試
験
日　

①
９
月
14
日
㈯　

網
猟
・
わ
な
猟

②
10
月
５
日
㈯　

第
１
種
・
第
２
種

銃
猟

③
10
月
６
日
㈰　

網
猟
・
わ
な
猟

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　

①
は
大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎
（
豊
肥

振
興
局
）
３
階
大
会
議
室

②
・
③
は
大
分
県
庁
舎
本
館
正
庁

ホ
ー
ル（
大
分
市
大
手
町
３

－

１

－

１
）

申
請
受
付
期
間

①
は
９
月
３
日
㈫
ま
で

②
・
③
は
９
月
17
日
㈫
～
30
日
㈪

■申
・
問 

大
分
県
豊
肥
振
興
局
森
林

管
理
班　

☎
63

－

１
１
７
４

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方

は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
わ
な
猟

日
時　

９
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
林
業
会
館
新
館
３
階

（
大
分
市
大
字
古
国
府
１
３
３
７

－
20
）

◇
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

日
時　

９
月
22
日
㈰
・
23
日
㈪　

午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
猟
友
会
会
議
室
（
大

分
市
顕
徳
町
２

－

６

－

13
）

受
講
内
容　

法
令
・
鳥
獣
・
猟
具
に

関
す
る
知
識
、
実
技

受
講
料　

わ
な
猟
は
８
千
円
▽
第
一

種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
、
第
一
種
銃

猟
及
び
第
二
種
銃
猟
は
各
々
１
万
２

千
円
▽
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
、

わ
な
猟
及
び
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟

及
び
第
一
種
銃
猟
並
び
に
第
二
種
銃

猟
は
各
々
２
万
円

受
付
期
間　

９
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

■申
・
問 

竹
田
市
猟
友
会
（
竹
田
市
大

字
吉
田
３
３
１

－

１　

東
建
設
㈲
事

務
所
内
）
☎
62

－
３
４
３
４

　　

「
法
の
日
」
週
間
（
10
月
１
～
７
日
）

行
事
の
一
環
と
し
て
、
大
分
地
方
・

家
庭
裁
判
所
で
は
「
模
擬
民
事
調
停
」

を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所　

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
大

会
議
室
（
大
分
市
荷
揚
町
７

－

15
）

申
込
方
法　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
庶
務
係
（
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

７
１
６
１ 

内
線
６
１
２
）
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着

50
人
）

　

全
国
一
斉
の
「
個
別
労
働
紛
争
処

理
制
度
周
知
月
間
」
の
取
り
組
み
と

し
て
、
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
解

雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど

の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
期
間　

10
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

受
付
時
間　

平
日
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
８
時
（
来
所
の
受
付
は
午
後
６

時
30
分
ま
で
）、
土
日
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
（
来
所
の
受
付
は
午

後
４
時
ま
で
）

相
談
方
法　

⑴
電
話
相
談
は
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

３
６
５
０
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）、

ま
た
は
０
９
７

－

５
０
６

－

５
２
５

１
、
０
９
７

－

５
０
６

－

５
２
４
１

⑵
来
所
相
談
は
大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

狩
猟
免
許

狩
猟
免
許
試
験

初
心
者
狩
猟
講
習
会

週
間
行
事

法
の
日
週
間
行
事 

模
擬
民
事
調
停

10
月
1
日
～
7
日
は

「
悩
ま
ず　

ど
ん
と
こ
い
労
働

相
談
週
間
」

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

「にっぽん縦断こころ旅」お手紙募集
　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムで放送予定の「にっぽん縦断 こころ

旅（2019秋の旅）」。

　９月24日に富山県をスタート。石川、福井、京都、兵庫と

南下し、岡山、広島、山口、大分、宮崎、鹿児島から沖縄を

目指します。

　番組では、皆さんからのお手紙で旅のルートを決定するた

め、市内の「忘れられない場所、風景」にまつわる手紙を募

集しています。

応募期限　10月15日㈫必着

応募方法　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場

所、風景にまつわるエピソードを記入し、番組ホームページ

（http://nhk.jp/kokorotabi）、またはファクシミリ（ＦＡＸ番

号03-3465-1327）、もしくは郵送（〒150-8001 ＮＨＫ「ここ

ろ旅」係）により応募

大分県の放送予定　12月２日㈪～

６日㈮

問 ＮＨＫふれあいセンター

☎0570-066-066または

☎050-3786-5000 ⒸNHK

広報たけた  令和元年９月号 20



たけたんインフォ／人権シリーズぬくもり

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
労
働
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　　

建
退
共
制
度
は
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
、
建
設
業
を
営

む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営

む
方

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現

場
で
働
く
方

掛
金　

日
額
３
１
０
円

※
「
建
退
共
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

建
退
共
制
度
の
詳
し
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
事
業
推
進
課　

☎
03

－

６

７
３
１

－

２
８
６
７
／
FAX　
03

－

６
７

３
１

－

２
８
９
５

　　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
当
時
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金
請
求
手

続
き
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い
方

は
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部　

☎
03

－

６
７
３
１

－
２
８
８

９
／
FAX 

03

－

６
７
３
１

－
２
８
９
０

　　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被

害
者
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た

め
、「
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支

給
」「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸

付
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
や
支
給
額
、
貸
付
金
額
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
当
機
構
大
分
支
所
（
☎
０
９
７

－

５
５
８

－

３
１
５
５
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
時　

11
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮　

午

前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

受
講
料　

職
長
教
育
の
み
は
会
員
１

２
６
３
６
円
（
会
員
外
１
５
３
３
６

円
）
と
テ
キ
ス
ト
代
８
６
４
円
▽
職

長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
は
会
員

１
３
８
２
４
円
（
会
員
外
１
６
５
２

４
円
）
と
テ
キ
ス
ト
代
１
５
１
２
円

■申
・
問 

（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準

協
会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７

４

－

26

－

４
１
１
５
／
FAX
０
９
７
４

－

26

－

４
１
４
６

　　

県
で
は
、
都
市
計
画
道
路
玉
来
吉

田
線
「
国
道
57
号
玉
来
交
差
点
」
か

ら
「
玉
来
駅
」
ま
で
、
及
び
接
続
す

る
竹
田
玉
来
線
の
都
市
計
画
変
更
に

係
る
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間　

９
月
９
日
㈪
～
24
日
㈫

場
所　

大
分
県
都
市
・
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
県
庁
新
館
６
階
）
及
び
竹

田
市
役
所
建
設
課

問 

大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所
建

設
・
保
全
課
企
画
・
道
路
班　

☎
63

－

２
１
０
８

　　

別
府
観
光
の
祖
・
油
屋
熊
八
と
、

久
住
の
父
・
工
藤
元
平
。「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
油
屋
熊
八
～
久
住
バ
ー
ジ
ョ

ン
」
で
は
、「
久
住
を
世
界
に
宣
伝
せ

む
！
」
と
、
広
域
観
光
を
思
い
描
く

２
人
の
物
語
を
中
心
に
展
開
し
ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

会
場　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル

入
場
料　

１
千
円
（
全
席
自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
久
住
文
化
協
会
事
務

局
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
竹
田
市
の
子
ど
も
た
ち
も
特
別
出

演
し
ま
す
。

問 

久
住
文
化
協
会
事
務
局
（
久
住

公
民
館
内
）　

☎
76

－

０
７
１
７

共
済
制
度

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

退
職
金
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

被
害
者
支
援

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
援
護

を
行
っ
て
い
ま
す

講 

習 

会

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

都
市
計
画

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
を
行

い
ま
す

催
　
し

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
油
屋
熊
八

～
久
住
バ
ー
ジ
ョ
ン
～

人
権シリーズ　No.53

マイノリティとマジョリティ

　マイノリティとマジョリティって

言葉を聞いたことがありますか？

　マイノリティは少数派、マジョ

リティは多数派という意味です

が、世間では少数派と言えば、変

わっているという感じで使われたり、多数派が正しいと

いう感じで使われることもあります。

　意見が多数の場合、正しくそして善、少数派だと間違

いで悪というような傾向にあるようですが、冷静に考え

てみると、それはおかしな話です。いじめなどは多数対

少数、もしくは多数対ひとりの場合が多く、いわゆる少

数派が被害者になることが多いわけです。全て同じ人間

ですから、マイノリティもマジョリティも尊重されるひと

つの個性であり、どちらも素晴らしいのです。

　「それでも地球は動いている」―この言葉はガリレオ・

ガリレイがいわゆるガリレオ裁判において、地動説を唱

えたことを理由に有罪判決を受けたのち、残した言葉で

はないかとされています。当時は有罪判決を受けるぐら

い少数派の意見であったことが、現在では当たり前に

なっています。

　自分の意見は少数派だと考え、自らの行動を控えよう

と思うこともあるかもしれません。ですが、自分が多数

派か少数派かを思考したり検討したりすることはいいと

しても、個性を押さえて生きても楽しいわけがありません。

　皆さん、自分の考えや意見がマイノリティであろうが

マジョリティであろうが、お互いを大切にして共に楽し

い人生を歩もうではありませんか。

問 生涯学習課　☎63-4817
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竹田市では令和２年４月１日に採用する職員の募集を行います。
受験資格等は竹田市職員採用試験案

内で必ず確認してください。

受験案内・申込書等は次の方法で入

手できます。

１．全職種とも、竹田市役所総務課（本

庁舎２階）及び荻・久住・直入支所地

域振興課に用意しています。また、消

防職については消防本部庶務課にも用

意しています。

　　郵便で請求する場合は、封筒の表に

「採用試験申込書請求」と朱書きして、

返信用の封筒（Ａ４サイズ「角形２号」）

に宛先と名前をはっきり記入し140円

切手を貼り、問い合わせ先（市総務課

職員係）へ請求してください。

２．受験案内は竹田市公式ホームページ

（http://www.city.taketa.oita.jp/）に

も掲載しています。試験案内及び申込

書等を印刷して利用できます。

求ム！竹田愛♡ 竹田市職員採用試験のご案内

試験職種・職務内容等

採　　用
予定者数

○昭和57年４月２日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の一般行政事務に従事

○昭和49年４月２日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の専門（総合土木）業務に従事

○平成４年４月２日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般
　に従事

試験職種 受験できる年齢要件と職務内容等

事務職

総合土木

消防職

数名程度

若干名

若干名

①介護職員 １人 14.7万円　②事務員（窓

口業務） １人 14万円　③郵便外務員 ２

人 17.3万円　④森林整備センター職員 

１人 14～16万円　⑤栄養士 １人 14.6

～18.7万円　⑥配送及び作業員 １人 17

～20万円  ⑦フロントサービス担当 １人 

15～24万円　⑧調理スタッフ １人 15～

17万円　⑨一般土木作業員 １人 16.1～

23万円　⑩交通警備員 ２人 17.6万円　

⑪農業機械の修理 １人 15～25万円　⑫

一般職員 ５人 15.3～18.7万円

 〔パート求人〕（時給）

⑬搾乳作業員 １人 1714円  ⑭給油所内

での販売員 １人 800円　⑮事務員 １人 

800円　⑯レジ担当者 ２人 850円　⑰清

掃員 １人 840円　⑱介護職 ２人 800～

1000円　⑲配膳・接客 １人 900円　⑳

作業療法士 １人 1445円　㉑水産担当 １

人 800円　㉒洗浄員 １人 900～1100円  

㉓事務・調剤補助 １人 762～800円　㉔

看護師・准看護師 １人 1100～1250円

  問 竹田市ふるさとハローワーク

  ☎63-1101

ふるさと求人情報
地元で働いてみませんか？

試験日及び試験会場　第１次試験　10月20日㈰　竹田市総合社会福祉センター

申込受付期間（全職種）　９月11日㈬まで（土・日・祝日を除く）

受付時間　午前８時30分から午後５時まで

受付場所　〒878-8555 竹田市大字会々 1650番地　竹田市役所総務課職員係

※郵送による申込書は９月11日㈬までの消印があるものに限り受け付けます。

申
・問 竹田市総務課職員係（本庁舎２階）　☎63-1111（内線218・216）

　
ネ
ッ
ト
で
の
出
会
い
は
、
怪
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が

あ
っ
た
り
、
出
会
い
系
で
の
サ
ク
ラ

の
事
実
が
あ
っ
た
り
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
異
性
と
出
会
う
こ
と
に
関

し
て
は
不
安
を
感
じ
、
一
歩
を
踏
み

出
せ
な
い
と
い
う
方
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　
た
だ
、
こ
の
数
年
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
た
出
会
い
は
急
速
に

広
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
も
そ

れ
ぞ
れ
の
会
員
数
も
増
し
て
い
ま

す
。

　
20
代
を
中
心
に
し
た
気
軽
な
恋
活

ア
プ
リ
や
、
30
代
以
降
の
方
が
多
い

真
剣
度
の
高
い
婚
活
サ
イ
ト
、
趣
味

や
相
性
を
重
視
す
る
も
の
か
ら
、
条

件
重
視
の
も
の
、
独
身
証
明
書
や
身

分
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
さ
れ
る

も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
こ
こ
竹
田
で
私
が
直
接
出
会
っ
た

方
に
も
、
恋
活
ア
プ
リ
で
出
会
っ
た

人
と
結
婚
し
た
方
、
婚
約
中
だ
と
い

う
方
が
何
人
も
い
ま
す
。
地
元
同
士

だ
け
で
は
な
く
、
遠
距
離
、
中
距
離

恋
愛
を
乗
り
越
え
て
、
結
婚
に
至
っ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
。
出
会
い
方
で

は
な
く
、
そ
の
出
会
い
を
ど
う
生
か

す
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　
た
だ
、
事
件
や
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
び
方
や
使
い
方

で
、
気
を
つ
け
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
。

　
竹
田
え
ん
む
す
び
で
は
、
そ
う

い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
た

出
会
い
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ね
。

竹
田
え
ん
む
す
び
は
コ
チ
ラ
か
ら

↓h
ttp

://ta
ke
ta
-e
n
.in
fo
/

竹
田
の
婚
活
を〝
の
ぞ
き
見
〞コ
ラ
ム
⑩

オ
ン
ラ
イ
ン
の
出
会
い
は
、
も
う
竹
田
に
ま
で
進
出
し
て
い
る
！

竹
田
え
ん
む
す
び
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー

合
同
会
社
ｆ
ｕ
ｆ
ｕ 

代
表

　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
史
帆
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学び舎／まるごと博物館

　
昭
和
の
初
期
に
多
く
の
文
人
た

ち
が
久
住
を
訪
れ
て
歌
や
詩
を
残

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
代
表
作

が
歌
碑
と
し
て
20

基
ほ
ど
久
住
高

原
付
近
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
元
出
身
の
筑
紫
久
嶺
や
後
藤

是
山
の
碑
も
あ
り
ま
す
が
、
南
登

山
口
に
は
２
基
の
歌
碑
が
久
住
山

を
バ
ッ
ク
に
し
て
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
の

碑
で
す
。

　
大
い
な
る
　
師
に
ち
か
づ
く
と

　
　
似
た
る
か
な
　
久
住
の
山
に

　
　
　
引
か
る
る
心
　
　
　
寛

　
夫
妻
は
昭
和
６
（
１
９
３
１
）

年
と
７
年
に
弟
子
の
後
藤
是
山
や

工
藤
元
平
の
招
き
で
久
住
を
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
二
度
と
も
雨
に
見

舞
わ
れ
て
久
住
山
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
雄
大
な
久
住
高
原
を
見
て
多
く

の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
（
「
久

住
山
の
歌
」
に
収
録
）

　
ま
た
、
花
公
園
の
北
側
の
台

地
、
雨
降
り
峠
に
は
柳
川
の
大
詩

人
・
北
原
白
秋
の
歌
碑
が
あ
り
、

　
草
深
野
　
こ
こ
に
仰
げ
ば

　
　
国
の
秀
や
　
久
住
は
高
し

　
　
　
雲
を
う
み
つ
つ

と
、
白
秋
直
筆
の
碑
文
で
建
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
３
（
１
９
２
８
）

年
の
作
で
す
。

　
さ
ら
に
久
住
高
原
荘
の
周
辺
に

は
多
く
の
有
名
人
の
碑
が
あ
り
ま

す
。
野
口
雨
情
や
徳
富
蘇
峰
、
久

住
高
原
の
唄
で
親
し
ま
れ
て
い
る

山
下
彬
磨
の
碑
。
ス
カ
イ
パ
ー
ク

あ
ざ
み
台
（
現
在
閉
鎖
中
）
の
与

謝
野
晶
子
の
歌
碑
。
深
田
光
霊
、

大
久
保
貞
義
、
万
葉
集
の
碑
等
々

が
久
住
山
を
背
に
し
て
建
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
歌
碑
を
訪
ね
て
ゆ
っ

く
り
と
久
住
高
原
を
め
ぐ
り
、
歌

人
た
ち
が
感
動
し
た
大
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

（
河
野
　
豊
）

参
照
　
歌
碑
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
、
「
久

住
山
の
歌
」
他

久住の歌碑めぐり

ま
る
ご
と
博
物
館

166

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
長
湯
の
緑
豊
か
な
環
境
の
中
、
園

舎
は
閑
静
な
山
あ
い
に
あ
り
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
が
や
さ
し
く
響
き
ま

す
。
園
庭
に
は
野
原
が
広
が
り
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
四
季

折
々
の
美
し
さ
や
楽
し
み
を
見
つ
け

な
が
ら
、
の
び
の
び
と
あ
そ
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
環
境
を
生
か
し
て
、
本
園
で

は
２
年
保
育
を
通
し
、「
た
く
ま
し

く
心
豊
か
で
意
欲
的
な
子
ど
も
の

育
成
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
友
だ
ち
と

一
緒
に
お
も
い
き
り
あ
そ
ぶ
楽
し
さ

や
心
地
よ
さ
を
、
体
中
で
感
じ
る
体

験
こ
そ
が
大
切
な
活
力
の
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
園
に
は
歴
代
受
け
継
が
れ
て
い

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
が
「
夕
涼
み
会
」
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
夏
な
ら
で
は
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
園
の
友

だ
ち
と
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
め
る
機

会
を
つ
く
ろ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
そ
う
め
ん
流
し
、
す
い
か
割
り
、

花
火
と
、
ど
れ
も
子
ど
も
た
ち
が
わ

く
わ
く
す
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
そ
う
め
ん
流
し
は
竹
な
ら
で
は

の
風
情
を
楽
し
ま
せ
た
い
と
、
竹
の

樋
作
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
竹
の
切

り
出
し
、
竹
割
り
、
節
取
り
な
ど
協

力
し
て
準
備
し
、
立
派
な
樋
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
で
集
ま
り
、
わ
く
わ
く
し
た
表

情
で
上
流
を
見
つ
め
ま
す
。
そ
う
め

ん
が
流
れ
て
く
る
と
、
競
う
よ
う
に

お
箸
で
す
く
い
、
う
れ
し
そ
う
に
頬

張
っ
て
い
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
な
子

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
直
入
幼
稚
園

ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
、
保
護
者

の
方
々
も
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま

し
た
。

　
す
い
か
割
り
は
、
子
ど
も
も
親
も

真
剣
に
な
る
姿
を
応
援
し
合
い
、
と

て
も
和
や
か
で
し
た
。
辺
り
が
暗
く

な
っ
て
か
ら
の
花
火
は
と
て
も
き
れ

い
で
、
吹
き
出
し
花
火
や
仕
掛
け
花

火
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
み
ん
な
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
心
満
た
さ
れ
た
豊
か
な
体
験
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
あ
た
た
か
い
つ
な
が
り
を
広

げ
て
い
け
る
園
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
大
久
保
　
貴
代
美
）

↑保護者の方々によるそうめん流しの竹の樋作り

↑競うようにそうめんをすくう子どもたち

↑緑豊かな環境の中にある園舎

↑北原白秋の歌碑

↑与謝野寛の歌碑

く
さ
ぶ
か 

の

ほ

し
げ
ま
ろ
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今月の読み聞かせ

開館のご案内

他200冊ほど入りました。

新刊のご案内

【一般書】
・八本目の槍［新潮社］
・妙麟［光文社］
・てんげんつう　（「しゃばけシリーズ18」）［新潮社］
・時間の花束―幸せな出逢いに包まれて―［日本ヴォーグ社］

・大家さんと僕―これから―［新潮社］
・美空ひばり恋し―お嬢さんと私―［主婦と生活社］

・この顔と生きるということ［朝日新聞出版］
・わけあってこの名前
　―いきもの名前語源辞典―［竹書房］
・認知症の人がパッと笑顔になる言葉かけ［講談社］
　
【児童書】
・タヌキのきょうしつ［あかね書房］

・ぼくは気の小さいサメ次郎といいます［偕成社］

・怪談5分間の恐怖　うしろを歩く者［金の星社］

・ぼくらののら犬砦（「ぼくら」シリーズ26）［ポプラ社］

・こどもしょくどう［汐文社］

・おおいなるだいずいちぞく［偕成社］
・うみがめのあかちゃん［リーブル］

・おかあさんありがとう［金の星社］
・るすばんかいぎ［理論社］

今村　翔吾
赤神　諒
畠中　恵

三浦　百惠
矢部　太郎

関口　範子
岩井　建樹

いずもり　よう

右馬埜　節子

山下　明生　作／長谷川　義史　絵

岩佐　めぐみ　作／高畠　純　絵

中村　まさみ

宗田　理

足立　紳　原作／ひろはた　えりこ　文
はしもと　えつよ

柿本　幸造　絵／市川　宣子　文
みやにし　たつや

浜田　桂子

　優れた建築と良質なサービスを

展開している図書館に贈られる

「第35回日本図書館協会建築賞」

に竹田市立図書館が選ばれまし

た。「2019年日本建築学会作品選

奨」の受賞に続く快挙です。

快挙！市立図書館が
日本図書館協会建築賞を受賞

↑イベントの開催を通じ、
親しみのある図書館づく
りを行っているスタッフの
皆さん

　９月、長月となりました。残暑がまだまだ厳しいですが、朝晩がしのぎやすくなって

きましたね。       

　運動会や敬老会、お祭りなど行事が多い月でもありますが、夜空を見上げて月を愛で

るひとときもよいものです。もちろん図書館で借りたお月さまの本を持って(^_-)-☆

　『オリジナル復刻アンソロジーシリーズ』

は隠れた名作を読みやすい現代仮名遣いで

甦らせたシリーズです。佐藤春夫・堀辰雄・

横光利一などが刊行されました。

　今回紹介する岡本かの子は女性作家が少

なかった昭和の初めに堂々たるナルシスト

ぶりを発揮し、異端の存在でした。短歌や

仏教随筆、紀行随筆などで有名にはなりま

したが、人気作家としては短い活躍でした。

　今年生誕130年、没後80年の妖艶嘆美な

作風で知られる岡本かの子の幻想的な世界

を18の収録作品から感じてください。

おはなしひろば　　　　　　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム　　　　　　９月 ５日㈭ 午後２時～２時30分　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　　　　９月12日㈭ 午後２時～２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会　９月21日㈯ 午後３時～３時30分　おはなしひろば

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「美少年　岡本かの子
　　アムール幻想傑作集」
岡本　かの子　著／長山　靖生　編　　彩流社

「マジで！！
　まじめにアレ何？じてん」

佐々木まさたか　文／土田しんのすけ　漫画　　小学館

児童書

9月

「スーサイド少女」

衛元　藤吾　　講談社

郷土出身
作家の本

一般書

　マジでまじめくんのモノの名前がわかる

本。すべてのモノには名前がある。この本

には例えばザビエルの髪型の名前は？と

か、カサの先端の名前は？とか、知っている

ようで知らない「アレ」の名前を楽しく紹介

している面白くてためになる一冊です。

　竹田出身の新進作家「衛元藤吾」の話題の

デビュー作！

　寂しくなったら読んで欲しい、奇妙なス

トーカーと自殺先輩のお話。

　この作品で講談社ラノベチャレンジカップ

優秀賞を受賞しました。

　大分合同新聞でも紹介された衛元さん。高

校時代は文藝部に所属しており、遂に作家に

なる夢を実現しました。これからも応援して

いきたいですね。（27ページに衛元さんの記

事を掲載しています）

2019年９月発行25



市長コラム

〈第120回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←NPO法人健康と温泉フォー

ラムを主宰している合田純

人氏（写真左）

　全国炭酸泉シンポジウムで

は温泉力を活かした健康

づくりについて意見を交わ

しました

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
地
方
創
生 

②

　
イ
タ
リ
ア
・
ア
バ
ノ
温
泉
で
マ
ッ
シ
モ
氏
が
率

い
る
ホ
テ
ル
協
会
は
エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
に
懸
命
に

取
り
組
ん
だ
。
自
ら
フ
ァ
ン
ゴ
（
泥
浴
）
の
利
用

者
に
効
果
を
問
い
続
け
た
。
そ
の
頑
張
り
は
５
年

間
続
い
た
。
単
に
体
を
使
う
だ
け
で
な
く
、
調
査

に
必
要
な
経
費
も
出
し
合
い
、
そ
し
て
年
間
１
億

２
千
万
円
を
捻
出
し
た
。
１
０
０
軒
の
ホ
テ
ル
が

負
担
す
る
と
し
て
、
平
均
年
間
１
２
０
万
円
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
み
ん
な
で
お
金
を

出
し
合
っ
て
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、「
フ
ァ
ン
ゴ
は
確
か
に
病
気
を
治
癒

し
て
く
れ
る
し
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
フ
ァ

ン
ゴ
に
出
か
け
る
」
と
い
う
声
が
集
積
さ
れ
、
国
は

フ
ァ
ン
ゴ
の
優
位
性
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
こ
の
温
泉
治
療
に
か
か
る
経
費
の
半
分

を
国
家
予
算
で
賄
う
こ
と
を
約
束
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
の
負
担
は
年
間
40
億

円
に
達
す
る
。
残
り
の
40
億
円
は
利
用
者
の
負
担

で
あ
る
が
、
ホ
テ
ル
の
総
売
り
上
げ
は
80
億
円
に

達
す
る
と
い
う
。
加
え
て
、
ホ
テ
ル
協
会
は
国
が

本
腰
を
入
れ
て
フ
ァ
ン
ゴ
の
保
険
事
業
を
推
進
し

て
く
れ
る
の
な
ら
と
、
約
束
ど
お
り
、
ホ
テ
ル
で

働
く
従
業
員
６
千
人
の
雇
用
も
維
持
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
権
利
だ
け
で
な
く
、
義
務
も
果
た
し
て
い
く
姿

勢
が
国
の
支
援
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
る
と
い
っ

て
い
い
。

　
日
本
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、

健
康
づ
く
り
や
予
防
医
療
へ
国
が
大
き
な
予
算
を

組
ん
で
い
る
か
と
い
う
と
疑
問
で
あ
る
。

　
予
防
医
療
に
力
を
入
れ
ず
に
、
い
ざ
病
気
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
手
術
し
た
り
入
院
が
続
く

と
相
当
な
医
療
費
が
必
要
に
な
る
。

　
だ
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
で
は
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
、
ま
た
自
然
治
癒
能
力
を
高
め
て
お
く

こ
と
の
優
位
性
を
認
め
、
推
進
す
る
。
こ
う
し
て

イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
の
医
療
予
算
は
大
幅
に
削
減

さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
、
日
本
は
真
面
目
に

捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
だ
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
も
、
温
泉
を
活
用
し

て
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
、
病
気
に

な
っ
て
も
手
軽
に
自
分
で
直
せ
る
方
法
を
見
つ
け

出
そ
う
と
提
唱
し
て
い
る
仲
間
た
ち
が
い
る
。『
健

康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
と
い
う
組
織
を
主
宰
し

て
い
る
合
田
純
人
氏
ら
だ
。

　
彼
と
の
最
初
の
出
会
い
は
山
形
県
天
童
市
だ
っ

た
。
平
成
３
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
も
う
か
れ
こ
れ

30
年
前
に
な
る
。
合
田
氏
は
そ
の
頃
か
ら
カ
リ
ス

マ
性
の
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
、
ま
だ
30
代

だ
っ
た
私
は
、
世
の
中
に
は
世
界
を
意
識
し
た
凄

い
男
が
い
る
も
の
だ
と
感
服
し
た
の
を
思
い
出

す
。
彼
も
ま
だ
40
歳
に
な
る
前
だ
っ
た
が
、
そ
の

自
信
に
あ
ふ
れ
る
行
動
は
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
と
公
式
関
係
を
持
つ
国
際
温
泉
気
候
連
合
の

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
議
会
（
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
初

代
事
務
局
長
を
長
年
務
め
上
げ
た
実
績
か
ら
く
る

竹
田
市
の
挑
戦
が
国
を
動
か
す
、
か

も
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
彼
が
仕
掛
け
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
１
９

８
６
（
昭
和
61
）
年
に
発
足
、
毎
年
国
内
の
有
名

な
温
泉
地
を
会
場
に
し
て
健
康
と
温
泉
の
あ
り
方

を
模
索
す
る
と
い
う
、
時
代
を
先
導
す
る
企
画
を

次
々
に
実
践
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
環
境
省
は
も
ち
ろ
ん
、
厚
生
労
働
省
、
そ
し
て

日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
が
参
画
し
て
10
回
以
上

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
の
だ
。
彼
の
狙
い

は
、
ま
さ
に
温
泉
王
国
・
日
本
に
お
け
る
健
康
づ

く
り
と
予
防
医
療
に
温
泉
を
活
用
す
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

　
温
泉
活
用
に
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に
国
家
予
算
を

付
け
る
。
そ
し
て
、
薬
漬
け
に
な
っ
て
い
る
日
本

人
を
救
う
と
い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
み
ん
な
が
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
よ
う

で
あ
れ
ば
成
功
し
な
い
。
み
ん
な
で
大
切
な
理
想

像
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
考
え
れ
ば
、
必
ず
大
き
な

画
期
的
な
国
家
シ
ス
テ
ム
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
マ
ッ
シ
モ
氏
は
話
す
。

　
「
あ
な
た
の
村
に
行
っ
た
。
市
役
所
に
も
行
っ

た
。
職
員
の
礼
節
あ
る
動
き
、
目
線
の
す
ば
ら
し

さ
で
私
は
直
感
し
た
。
こ
の
ま
ち
は
伸
び
る
」
と
。

そ
し
て
、
こ
う
付
け
加
え
た
。
あ
の
あ
と
日
本
の

有
名
な
温
泉
地
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
竹
田
市
の

あ
と
で
は
私
は
ど
こ
も
感
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
も
。
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衛元さん、作家デビュー／誕生おめでとう ほか

か
っ
た
と
も
。

　久住高原の野焼き活動を維持していこうと、今年５月に

地域住民が主体となり、「久住高原を守る会」（上好温会長）

が発足しました。

　近年、組合員の減少や高齢化等で野焼きの人手不足が深

刻となり、作業の継続が難しくなっています。野焼きを止

めれば草原は森になってしまい、美しい景観は失われ、貴

重な動植物も絶滅する心配があります。また、枯草による

火災の懸念もあります。何よりも久住高原は心の拠り所で

あり、竹田市の財産です。

　同会では、防火帯作りや野焼き作業を行うボランティア

会員を九州全域から募っています。会員は登録制とし、傷

害保険を掛けるとともに、年１回以上の研修会への参加を

義務づけます。

　併せて、個人や団体・企業の賛

助会員も募集しています。詳細に

ついては久住高原を守る会・上

好会長（☎76-0569）にお問い合

わせいただくか、同会のホーム

ページよりご確認ください。

衛元さん、作家デビュー

↑ライトノベル作家としてデビューした衛元藤吾さん。

「次回作はゴシック・ホラーに挑戦したい」

　
竹
田
市
次
倉
出
身
の
衛
元
藤
吾

（
本
名
・
衛
藤
元
吾
）
さ
ん
（
28
歳
・

福
岡
県
福
岡
市
）
が
、「
ス
ー
サ
イ

ド
少
女
」（
講
談
社
ラ
ノ
ベ
文
庫
）

を
出
版
し
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
作
家
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
衛
元
さ
ん
は
竹
田
南
部
中
学
校
時

代
か
ら
物
語
を
書
き
始
め
、
竹
田
高

校
で
は
文
芸
部
に
所
属
。
卒
業
後
は

作
家
を
志
し
専
門
学
校
へ
と
進
み
ま

し
た
。

　
２
０
１
７
年
、
第
７
回
講
談
社
ラ

ノ
ベ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
に
応
募
。

５
０
２
作
品
の
中
か
ら
見
事
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
「
Ｆ
ｏ
ｏ
ｌ
ｓ
　
ａ

ｎ
ｄ
　
ｓ
ｍ
ｏ
ｋ
ｅ
」。
校
舎
屋
上
か

ら
飛
び
降
り
よ
う
と
す
る
女
子
高
校

生
を
目
撃
し
た
男
子
高
校
生
が
、
ス

ト
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
そ
の
心
の

奥
底
を
探
る
物
語
で
、「
何
気
な
い

シ
ー
ン
を
す
ら
す
ら
と
読
ま
せ
る
力

が
素
晴
ら
し
い
」
と
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　
「
生
き
づ
ら
さ
や
悩
み
を
抱
え
て

い
る
中
高
生
に
読
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
衛
元
さ
ん
。

　「
ス
ー
サ
イ
ド
少
女
」（
税
別
６
４

０
円
）
は
全
国
の
書
店
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
立
図
書
館
で
も
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
作
家

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
衛
元
さ
ん
を
、

皆
さ
ん
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

　
英
単
語
のlight

とnovel

を
組
み

合
わ
せ
た
和
製
英
語
。
通
称
・
ラ
ノ

ベ
と
言
わ
れ
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
Ｓ

Ｆ
、
ミ
ス
テ
リ
ー
、
恋
愛
な
ど
非
日

常
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
品
が
多

い
。
若
者
向
け
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
小
説
。

出
演
者
を

　
　
　募
集
し
ま
す

野焼きボランティア募集 開
催
日
　
12
月
１
日
㈰

時
間
　
午
前
の
部
は
10
時
〜
12
時

（
９
時
30
分
開
場
）▽
午
後
の
部
は

１
時
〜
３
時
（
12
時
45
分
開
場
）

会
場
　
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

出
演
時
間
　
寸
劇
は
15
分
以
内
、
和

太
鼓
・
神
楽
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
10

分
以
内
、
そ
の
他
は
５
分
以
内
（
カ

ラ
オ
ケ
不
可
）

出
演
資
格
　

○
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
（
出
演
者

は
原
則
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

に
限
る
）

○
危
険
を
伴
う
内
容
、
公
序
良
俗
に

反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

○
団
体
出
演
は
１
団
体
１
演
目
と

し
、
指
導
免
許
を
有
す
る
人
が
必

ず
出
演
し
て
い
る
こ
と

第
15
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

○
複
数
の
会
派
（
団
体
）
に
所
属
さ

れ
て
い
て
も
、
出
演
は
１
回
の
み

※

基
本
１
演
目
１
団
体
と
し
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
。（
新
規
、
児
童
生
徒
、
寸
劇
を

優
先
と
し
ま
す
）

※

出
演
に
必
要
な
諸
経
費
及
び
物
品

な
ど
は
、
す
べ
て
出
演
者
側
で
負
担

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
９
月
20
日
㈮

※

申
込
書
は
社
会
福
祉
協
議
会
本

所
、
各
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
・
問 

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
　
☎
63-

１
５
４
４

久住高原を守れ

ラ
イ
ト

え   

も
と
と
う  

ご

ノ
ベ
ル

申

え　もと
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↑屋根を突き抜けた巨大
サボテン。開花時期に
は毎年200輪を超える
純白の花をつけている
そう

屋根を彩る純白の花
７メートル超の巨大サボテン

　屋根の上に咲いた直径約15センチの純白の花―甲斐忠臣さん

（79歳・千引）方の柱サボテンの花が甘い匂いを漂わせ、開花

時期を迎えています。

　38年前に知人から譲り受けた高さ70

センチのサボテンを自宅の一角に設けた

ランの温室に植えたところ、グングン成

長。屋根を突き抜け、現在では7.3メー

トルの高さにまで育ちました。

　サボテンが倒れないように鉄骨を組ん

で補強し、毎年冬が来る前に屋根に上

り、サボテンの先に袋を被せて寒さを防

いでいるという妻の宮子さん（76歳）は

「こんなに大きくなって感慨深い」

　巨大サボテンがある甲斐さん宅は中九

州横断道路竹田インターチェンジの程近

く。夜になると開き、朝には閉じてしま

う白く大きな花は９月中旬頃まで咲いて

いるということです。

ヒゴタイ（キク科）
阿孫  久見

第174回 郷土の植物
（365）

　
山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草
原

に
生
育
す
る
高
さ
１
・
５
㍍
ほ
ど

の
多
年
草
で
す
。
直
立
す
る
茎
は

太
く
硬
く
て
白
毛
が
生
え
、
と
て

も
丈
夫
で
す
。
上
部
で
は
枝
分
か

れ
し
、
枝
に
つ
く
花
は
主
軸
に
つ

く
花
よ
り
小
さ
い
で
す
。

　
長
い
柄
の
あ
る
根
生
葉
は
互
生

で
長
さ
30
㌢
ほ
ど
の
葉
は
長
楕
円

形
で
羽
状
に
深
く
裂
け
、
鋸
歯
に

は
鋭
い
刺
が
あ
り
、
手
で
さ
わ
る

と
痛
い
で
す
。
葉
の
裏
面
は
綿
毛

が
密
生
し
真
っ
白
で
す
。

　
夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎
頂
に
頭
花

は
１
個
で
小
花
の
筒
状
花
（
花
弁

が
筒
状
に
合
着
し
た
花
）
を
円
形

状
に
集
め
て
径
５
㌢
ほ
ど
の
紫
色

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
筒
状
花
は

深
く
５
裂
し
て
１
個
ず
つ
別
の
総

苞
（
花
を
保
護
す
る
苞
葉
片
の
集

ま
り
）
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
で
す
が
、
そ
の
語

源
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
平
江

帯
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

高
原
で
ス
ス
キ
と
混
生
し
て
観
察

さ
れ
ま
す
。
野
焼
き
の
中
止
や
人

工
牧
野
の
改
変
な
ど
が
主
因
で
本

来
の
半
自
然
的
な
草
原
が
失
わ

れ
、
ヒ
ゴ
タ
イ
も
激
減
し
て
い
ま

す
。
大
分
県
の
絶
滅
危
惧
種
で
大

陸
系
遺
存
植
物
。
花
期
は
８
月
か

ら
９
月
で
す
。

く
き

ふ
と

か
た

は

じ
ょ
う
ぶ

え
だ 

わ

し
ゅ
じ
く

え

こ
ん
せ
い
よ
う

ご  

せ
い

ち
ょ
う
だ
え
ん

け
い

う 

じ
ょ
う

さ

き
ょ  

し

す
る
ど

と
げ

い
た

り  

め
ん

わ
た  

げ

み
っ
せ
い

ま

し
ろ

け
い
ち
ょ
う

と
う  

か

し
ょ
う
か

と
う
じ
ょ
う
か

か  

べ
ん

つ
つ
じ
ょ
う

が
っ
ち
ゃ
く

え
ん
け
い

じ
ょ
う

し
し
ょ
く

れ
つ

そ
う

ほ
う

ほ    

ご

ほ
う
よ
う
へ
ん

ご

げ
ん

ヒ    
ゴ

タ
イ

か
ん  

じ

の    

や

じ
ん

こ
ん
せ
い

こ
う
ぼ
く  

や

か
い
へ
ん

し
ゅ
い
ん

ぜ
つ
め
つ  

き    

ぐ   

し
ゅ

げ
き
げ
ん

た
い

り
く
け
い  

い 

ぞ
ん
し
ょ
く
ぶ
つ


